
ひあそびしません 
　7月8日（火）、七夕イベントで黒本、
佐伯北、仁美保育園の園児が消防署
北出張所を訪問。 
　願い事などが書かれた短冊が飾ら
れたササを眺めながら火遊びをしな
い約束をしました。 

ひあそびしません 
　7月8日（火）、七夕イベントで黒本、
佐伯北、仁美保育園の園児が消防署
北出張所を訪問。 
　願い事などが書かれた短冊が飾ら
れたササを眺めながら火遊びをしな
い約束をしました。 
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特集／ゆとりと潤いに出会う図書館 2
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広報あかいわ 

CONTENTS

8
2008

郷土の人物 
「内田七郎作」 
 
人権コラム 
「優先席について」 
 
公民館へ行こう 
 
わたしのあなたの健康 
「安全でおいしい食生活のために」 

食品表示について 
 
夏の交通事故防止 
「あなたの運転は大丈夫？」 
 
スポーツトピックス 
 
暮らしのカレンダー 
 
ふるさと納税 
 
耐震改修促進計画 
 
情報ボックス 
「市職員募集」ほか 
 
読者のページ 
 
栄養委員の一口メモ 
「米粉ミルクスープ」 
 
まちのわだい 
「100歳おめでとう」ほか 
 
ふるさとの史跡探訪 
「猿喰池製鉄遺跡」 

「
落
ち
着
い
て
本
が
読
め
る
図
書
館
が
あ

っ
た
ら
…
」 

「
た
く
さ
ん
の
本
と
情
報
が
得
ら
れ
る
図

書
館
が
あ
っ
た
ら
…
」 

 

　
そ
ん
な
期
待
の
高
ま
る
中
、中
央
図
書
館

が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
六
月
六
日
。 

　
オ
ー
プ
ン
か
ら
二
週
間
経
っ
た
日
曜
日
の

午
後
、中
央
図
書
館
へ
行
っ
て
み
ま
し
た
。 

　
駐
車
場
に
車
が
多
か
っ
た
の
で
向
か
い
の

中
央
公
民
館
に
車
を
止
め
、強
い
日
差
し
を

さ
え
ぎ
っ
て
く
れ
る
約
四
十
㍍
の
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
入
り
口
へ
。 

　
「
図
書
館
で
は
走
っ
た
ら
だ
め
よ
。
静
か
に

す
る
の
よ
」
お
母
さ
ん
が
声
を
か
け
な
が
ら

前
を
歩
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
図
書

館
を
訪
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
が
先
に
立
っ
て
い

る
の
か
競
っ
て
入
り
口
ま
で
走
っ
て
い
ま
す
。 

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
に
入
る
と
右

に
く
つ
ろ
ぎ
コ
ー

ナ
ー
、
そ
し
て
百

人
程
度
の
研
修
が

で
き
る
多
目
的
ホ

ー
ル
。
そ
こ
で
は
絵

本
原
画
展
『
に
じ

に
な
っ
た
さ
か
な
』

が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
若
者
が
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。 

　7月10日（木）、高月公民館で「巡回市長対話室」
が行われ、ＮＰＯ法人「岡山県自閉症児を育てる会」
の関係者10人が出席。 
　自らの体験談などを交えながら、より一層の行
政支援の必要性を訴えるなど市長と活発に語り合
いました。その後、市長は、和田にある「児童デイサー
ビスセンター赤磐ぐんぐん」を視察しました。 
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多
目
的
ホ
ー
ル
の
隣
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
室
は
、
登
録
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
が
打
ち
合
わ
せ
や
研
修
な
ど
に
使
用
す

る
部
屋
で
す
。 

　
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
の
前
に
検
索
、新
聞
・
雑

誌
、一
般
コ
ー
ナ
ー
が
広
が
り
、
明
る
い
館
内

で
本
を
選
ぶ
人
、
読
む
人
が
思
い
思
い
に
た

た
ず
ん
で
い
て
と
て
も
利
用
し
や
す
い
雰
囲

気
で
す
。 

　
絵
本
や
紙
芝
居
、
読
み
物
な
ど
を
所
蔵

す
る
児
童
コ
ー
ナ
ー
の
奥
に
、
小
さ
な
扉
が

あ
り
ま
す
。
扉
を
開
け
る
と
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷

き
の
小
部
屋
が
あ
り
、
水
曜
日
の
「
絵
本
は

と
も
だ
ち
」
土
曜
日
の
「
お
は
な
し
か
い
」
の

と
き
以
外
は
開
放
さ
れ
、ゆ
っ
く
り
絵
本
な

ど
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

▲ゆったりとした空間の閲覧コーナー 
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中
央
に
位
置
す
る
新
聞
・
雑
誌
コ
ー
ナ
ー

に
は
約
百
五
十
種
類
の
雑
誌
と
十
五
紙
の
新

聞
が
わ
か
り
や
す
く
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

真
ん
中
に
位
置
す
る
円
形
の
机
の
周
り
は
く

つ
ろ
い
で
雑
誌
な
ど
を
読
む
人
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。 

　
次
は
朗
読
カ
セ
ッ
ト
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
コ
ー

ナ
ー
。
そ
の
並
び
に
は
二
十
二
の
棚
に
整
然
と

並
べ
ら
れ
た
図
書
が
目
を
引
き
ま
す
。
周
り

の
対
面
朗
読
室
、
視
聴
コ
ー
ナ
ー
、
閲
覧
コ
ー

ナ
ー
は
、
憩
い
の
広
場
と
水
盤
に
面
し
た
静

か
な
空
間
。
落
ち
着
い
て
読
書
が
で
き
そ
う

で
す
。 

　
入
り
口
近
く

か
ら
二
階
に
上
が

っ
て
み
る
と
、こ
ち

ら
に
も
児
童
図

書
や
一
般
図
書
が

並
列
。
す
ぐ
横
の

閲
覧
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
カ
ウ
ン
タ
ー

机
や
四
人
用
机

が
あ
り
一
階
部
分

が
見
渡
せ
ま
す
。 

◯
六
月
の
来
館
人
数
…
…
…
…
…
…
…
一
万
二
千
五
百
六
十
一
人 

◯
六
月
の
図
書
利
用
者
数
…
…
…
…
…
八
千
七
人（
一
日
平
均
四
百
人
） 

◯
六
月
の
貸
し
出
し
資
料（
冊
）数
…
…
三
万
二
千
二
百
五
十
四
冊 

中
央
図
書
館
大
に
ぎ
わ
い 

▲石相小学校児童が見学 
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▼
中
央
図
書
館 

 「
絵
本
は
と
も
だ
ち
」 

　
毎
週
水
曜
日
、午
前
十
時
三
十
分
か
ら
開
催
。 

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
幼
児
ま
で
を
対
象
に
、
絵
本

を
楽
し
む
時
間
で
す
。 

 「
お
は
な
し
か
い
」 

　
毎
週
土
曜
日
、午
前
十
時
三
十
分
か
ら
開
催
。 

　
幼
児
か
ら
児
童
向
け
に
紙
芝
居
や
絵
本
を

楽
し
む
会
で
す
。 

 
▼
赤
坂
図
書
館 

 
●
洗
濯
物
に
み
ん
な
大
喜
び 

『
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
』 

　
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
”お
は
な
し

じ
ゅ
う
た
ん
“に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会
。 

　
参
加
者
は
、
絵
本
『
せ
ん
た
く
か
あ
ち
ゃ
ん
』

を
読
ん
で
も
ら
っ
た
後
、
和
紙
を
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
ズ

ボ
ン
の
形
に
切
っ
て
、
絵
の
具
で
好
き
な
模
様
を

描
き
ま
し
た
。
完
成
し
た
洗
濯
物
を
二
階
ロ
ビ

ー
に
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
み
ん
な
大
喜
び
で
干
し
ま

し
た
。 

  

▼
熊
山
図
書
館 

 

●
本
の
世
界
に
入
り
ま
し
た 

『
い
わ
な
し
幼
稚
園
で
の
出
張
お
は
な
し
会
』 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
人
と
図
書
館
員
で
出
張
お

は
な
し
会
を
行
い
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
一
生
懸

命
聞
い
て
、見
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

▼
吉
井
図
書
館 

 

●
子
ど
も
た
ち
は
絵
本
に
く
ぎ
づ
け 

『
お
は
な
し
会
』 

　
図
書
館
員
が
、
子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
日
は
「
お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ 

ど
う

ぶ
つ
え
ん
へ
い
く
」
、「
い
い
か
ら
い
い
か
ら
２
」
、「
ま

さ
か
さ
か
さ
ま
キ
ッ
ズ
」
の
三
冊
で
し
た
。 

　
そ
し
て
、み
ん
な
で
一
緒
に
新
聞
で
け
ん
玉
を

作
り
遊
び
ま
し
た
。 

▼おはなしかい 

私
た
ち
の
ま
ち
の
図
書
館 

　
図
書
館
を
市
民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
利
用
し
、
日
々
の
暮
ら
し
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
市
内
の
図
書
館
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動

を
、市
民
の
声
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。 

図
書
館
の
活
動 
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利
用
者
の
声 

  

▼
中
央
図
書
館 

 『
本
で
世
界
が
広
が
る
』 

　
　
　
　
　
　
倉
崎 

美
穂
さ
ん（
四
十
五
歳
） 

         

　
以
前
か
ら
週
二
、三
回
図
書
館
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
新
し
い
図
書
館
は
明
る
く
て
広
い
の
で

ま
だ
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
迷
っ
て
い
ま
す
。
今
日

は
青
少
年
の
コ
ー
ナ
ー
に
気
づ
き
ま
し
た
。
も
っ

と
慣
れ
て
く
る
と
本
が
選
び
や
す
い
と
思
い
ま

す
。 

　
我
が
家
に
は
、
小
学
五
年
生
か
ら
高
校
三
年

生
ま
で
五
人
の
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
図
書

館
で
借
り
た
本
を
夕
食
後
、
子
ど
も
た
ち
が
手

に
と
っ
て
い
ま
す
。
本
に
よ
っ
て
世
界
が
広
が
る

の
で
本
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

  

▼
赤
坂
図
書
館 

 『
図
書
館
は
、ぼ
く
た
ち
の
本
棚
』 

　
　
　
　
　
　
栗
政 

春
秀
く
ん（
五
年
生
） 

　
　
　
　
　
　
栗
政 

　
光
く
ん（
一
年
生
） 

　
毎
週
『
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
』
に
来
て
い

ま
す
。
知
ら
な
い
本
を
た
く
さ

ん
読
ん
で
く
れ
る
の

で
、
毎
回
楽
し

み
で
す
。
図

書
館
は
い
ろ

ん
な
本
が
借
り

ら
れ
る
し
、
お
も
し

ろ
い
本
が
た
く
さ
ん
読

め
る
の
で
楽
し
い
で
す
。

図
書
館
は
、ぼ
く
た
ち
の

本
棚
の
よ
う
で
す
。 

  『
本
読
み
が
日
課
』 

　
　
　
　
楢
崎 

日
佳
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー 

　
寝
る
前
に
二
歳
か
ら
九
歳
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
本
読
み
を
す
る
の
が
日
課
で
す
。
毎
週
一

人
十
冊
く
ら
い
の
本
を
借
り
に
き
て
い
ま
す
。 

                

▼
熊
山
図
書
館 

 『
子
ど
も
た
ち
に
読
書
の
習
慣
を
』 

　
　
　
　
　
　
　
河
本 

光
栄
さ
ん（
三
十
歳
） 

　
中
学
時
代
に
、
星
新
一
さ
ん
の
「
シ
ョ
ー
ト
シ

ョ
ー
ト
」
を
読
ん
で
本
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。 

二
人
の
子
ど
も
た
ち
に
読
書
の
習
慣
を
つ
け
た

く
て
月
に
二
、

三
回
は
熊
山

図
書
館
で
本

を
借
り
て
い

ま
す
。 

     『
推
理
小
説
や
時
代
小
説
を
読
破
』 

　
　
　
　
　
　
　
石
田 

輝
夫
さ
ん（
九
十
一
歳
） 

　
若
い
こ
ろ
か
ら
本
が
好
き
で
、
法
律
学
や
社

会
学
、倫
理
学
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
本
を
よ

く
読
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
家
か
ら
図
書
館
が
近
い
の
で
、二
週
間
に
一
回
、

五
〜
六
冊
借
り
て
帰
り
ま
す
。
内
田
康
夫
や
大

沢
在
昌
な
ど
の
推
理
小
説
や
池
波
正
太
郎
な

ど
の
時
代
小
説
を
読
破
し
て
い
ま
す
。
こ
の
図

書
館
に
あ
る
本
は
ほ
と
ん
ど
読
ん
で
し
ま
っ
て
い

る
の
で
、
市
内

の
ほ
か
の
図

書
館
の
本
を

取
り
寄
せ
て

読
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

▼
吉
井
図
書
館 

 『
大
好
き
な
本
と
出
合
う
』 

　
　
　
　
　
坂
本 

英
里
夏
さ
ん（
二
十
六
歳
） 

　
大
好
き
な
本
と
、
親
切
な
職
員
の
皆
さ
ん
に

会
え
る
の
が
楽
し
み
で
、一
日
二
回
利
用
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
図
書
館
を
利

用
し
て
た
く
さ
ん
の
本
を
読

み
た
い
で
す
。 

       『
視
野
が
広
が
る
読
書
』 

　
　
　
　
　
明
石 

圭
司
さ
ん（
三
十
七
歳
） 

　
自
分
の
視
野
を
広
げ
る
意
味
で
、幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
の
本
を
読
む
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
本

選
び
に
失
敗
し
て
も
リ
ス
ク
の
無
い
図
書
館
利

用
は
大
変
有
効
で
す
。 
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★開館時間 １０：００～１８：００ 
　（中央図書館のみ木曜日
　は２０：００まで） 
★中央図書館で貸し出しが
　できるのは…赤磐市内に
　お住まいの人、または通勤・
　通学されている人です。 
★図書館利用者カードを作
　るとき…カウンターで「利
　用者登録申込書」に記入
　し申し込んでください。（免
　許証・保険証など住所・氏
　名が確認できるものをお
　持ちください） 
　※小学生以下は、保護者が
　　申請してください。 

8月の図書館カレンダー 

赤磐市内全図書館休館日 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 

　18歳以上で図書館に興味がある人、知識
や特技を活かしたい人、ボランティア活動を通
して図書館づくりに参加しませんか。応募者
を対象に研修後、それぞれの分野で活動して
いただきます。 

＜活動の内容＞ 
　子どもたちへ絵本などの読み語り 
　中央図書館対面朗読室で視覚障害者、高齢
　者への対面朗読 
　図書館主催行事への協力 
　本棚への本の返却・整理、本の補修 
　外国語の利用案内作成　　館内外美化 

＜応募方法＞ 
　8月31日までに市内図書館に備え付けの申
　請書に記入の上、お申し込みください。 

図書館ボランティア募集 

＜日　時＞ 
　8月9日（土） 10時30分～ 
＜場　所＞ 
　大苅田読書公園 
＜内　容＞ 
　“赤坂まるパンの会”による紙芝居やかん
　たん工作。ゲーム大会もあるよ♪ 
　たのしいこといっぱい！ぜひきてネ☆ 

ブックんフェスティバル 
2008夏 

＜日　時＞ 
　8月16日（土） 午後2時～ 
＜場　所＞ 
　中央図書館1F 多目的ホール 
＜内　容＞ 
　映画「そして誰もいなくなった」 
　　　　　　　（81分・字幕スーパー） 
　お気軽にお越しください。 

キラリ☆シアター 
（対象：一般） 

＜日　時＞ 
　8月16日（土） 午後1時30分～ 
＜場　所＞ 
　吉井図書館2F 
　視聴覚室 
＜内　容＞ 
　「ピノキオ」（86分） 

アニメ映画会 

＜日　時＞ 
　8月23日（土） 午後2時～3時30分 
＜場　所＞ 
　中央図書館1F 多目的ホール 
＜内　容＞ 
　　ミニ演奏会（大正琴／出演：DOLCH） 
　　みんながよく知ってる曲ばかりだよ♪ 
　　おはなし会（出演：おはなしグループ 
　　「そらきたホイ！」） 
　　かんたん工作 
　　「つってうれしいよ、ひゅ～ぽんカチャ！」 
　家族や友だちと、ぜひ来てね！ 

こども図書館フェスティバル 

　図書館では目の不自由な人や高齢者をサ
ポートする朗読ボランティア養成講座を開催
します。ボランティアの心構えや音訳の基礎
を学びます。5回受講できる初心者に限ります。 

＜日　時＞9/11・25、10/9・23、11/13（木） 
11：00～12：00 

＜場　所＞中央図書館1F 多目的ホール 

＜講　師＞ 
　渋谷　通夫氏（民話の語りなどで活躍中） 
右遠　皇子氏（やまびこ朗読会代表） 

＜受講申込＞ 
　8月31日（日）までに中央図書館へ申し込み
　ください（電話可）。受講料無料。 

朗読ボランティア養成講座～入門編～ 
受講生募集〈定員20人〉 

「初期万葉の世界を詠む 
　　　　　　～古代和歌の発生と展開～」 

＜講　師＞ 
　就実大学人文科学部　田中　文雅教授　 

＜日　時＞9/13、10/11、11/8、12/13、1/10（土） 
　　　　　14:00 ～15：30 
　第1回「磐姫の嫉妬、舒明天皇の望国」 

＜場　所＞中央図書館１F　多目的ホール 

＜受講申込＞ 
　8月27日（水）までに中央図書館へ申し込
　みください（電話可）。受講料無料。 
 

古典文学講座 全5回 
受講生募集〈定員20人〉 

み
ん
な
で
 

一
緒
に
来
て
ね
！
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＜歌人・俳人・華道家／沢原＞ 

内田 七郎作 
う ち だ  しちろうさく 

　
内
田
七
郎
作（
以
下
「
七
郎
作
」
）

は
、文
政
十
年（
一
八
二
七
）十
月
十

五
日
、磐
梨
郡
沢
原
村（
現
赤
磐
市

沢
原
）に
、内
田
磯
五
郎
秀
定
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
 

　
七
郎
作
は
、初
め
吉
十
郎
、後
七

郎
兵
衛
、明
治
五
年
の
壬
申
戸
籍
に

よ
り
七
郎
作
と
改
名
し
て
い
ま
す
。
 

　
幼
い
と
き
か
ら
書
を
好
ん
だ
七
郎

作
は
、和
歌
、俳
諧
に
親
し
み
、安
政

四
年（
一
八
五
七
）、国
学
者
で
あ
り

歌
人
の
平
賀
元
義（
以
下
元
義
）に

入
門
し
ま
し
た
。
 

　
和
歌
の
号
を
長
麻
呂
と
し
た
七

郎
作
は
、安
政
五
年
か
ら
文
久
四
年

に
至
る
ま
で
十
五
冊
、約
一
千
首
の

万
葉
調
の
詠
草
を
残
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
七
郎
作
の
詠
草
に
元
義
が

添
削
を
し
て
い
ま
す
。
今
日
、元
義

の
添
削
は
、ほ
か
に
例
を
見
な
い
こ

と
か
ら
、元
義
の
研
究
で
も
非
常
に

重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
安
政
六
年
、七
郎
作
は
、「
磐
梨

郡
八
詠
」の
中
で
 

 　
夏
過
天
秋
来
る
ら
し
珂
磨
の
郷
 

　
尓
今
朝
あ
さ
霧
能
棚
引
る
見
ゆ
 

 と
古
代
、こ
の
地
に
あ
っ
た
山
陽
道
の

珂
磨
駅
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
 

　
や
が
て
七
郎
作
は
、元
義
の
楯
之

舎
塾
中
の
中
心
人
物
と
な
り
、元
義

の『
近
世
麻
須
良
雄
歌
集
』の
世
話

方
も
務
め
ま
す
。
 

　
元
義
没
後
は
、藤
原
忠
朝
に
指
導

を
受
け
ま
す
。
 

　
一
方
で
、窓
月
と
号
し
た
俳
諧
で
も

活
躍
し
た
七
郎
作
は
、 

 　
踏
て
ゆ
く
草
に
風
あ
る
か
す
み
哉
 

　
霜
や
け
の
手
も
愛
ら
し
や
朱
塗
箸
 

 

な
ど
の
投
稿
句
を
残
し
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、内
田
家
に
残
っ
て
い
る
明
治

十
八
年
の
句
集
『
春
興
雄
神
川
』
は
、

吉
井
川（
雄
神
川
）沿
岸
の
磐
梨
郡
、

和
気
郡
、邑
久
郡
、上
道
郡
ほ
か
計

百
二
十
七
人
の
俳
句
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
詩
歌
に
優
れ
て
い
た
七
郎
作
は
、

華
道
に
も
造
詣
が
深
く
、京
都
仙
渓

流
本
宗
林
庄
右
衛
門
に
入
門
し
て

華
道
を
学
び
、安
政
五
年
に
は
家
元

か
ら
会
頭
の
許
文
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、文
久
元
年（
一
八
六
一
）の
冬
、

専
敬
流
生
花
家
元
社
中
の
暁
山
亭

文
里
か
ら
、七
郎
作（
当
時
は
吉
十
郎
）

に
「
四
季
花
之
伝
」
が
贈
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、専
敬
流
極
秘
の
秘

伝
を
伝
え
た
絵
入
り
の
巻
物
で
す
。
 

　
こ
の
と
き
、七
郎
作
は
三
十
四
歳

で
し
た
が
、こ
れ
よ
り
六
年
前
の
安

政
二
年（
一
八
五
五
）に
は
、弟
の
内
田

佐
七
郎
を
含
む
二
人
の
弟
子
が
入

門
し
て
い
ま
す
。
明
治
二
十
七
年
ご

ろ
の
「
生
花
門
人
名
簿
」
な
ど
に
よ

る
と
、現
在
の
熊
山
地
区
だ
け
で
五

十
六
人
を
数
え
、岡
山
市
、和
気
町
、

美
咲
町
な
ど
総
計
百
七
十
一
人
の

門
人
が
い
ま
し
た
。
 

　
歌
人
、俳
人
、華
道
家
と
し
て
広

く
活
躍
し
た
七
郎
作
で
す
が
、教
育

者
と
し
て
も
力
を
注
ぎ
、天
保
十
一

年（
一
八
四
〇
）、沢
原
村
大
日
の
自

宅
に
寺
子
屋
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ

の
寺
子
屋
は
元
義
の
屋
号
命
名
に

よ
り
「
大
坂
舎
」
と
い
い
、明
治
五
年

（
一
八
七
二
）に
は
、男
百
人
、女
五
十

人
と
多
く
の
生
徒
が
学
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
七

月
に
は
、七
郎
作
の
二
男
内
田
忠
二

宅（
沢
原
村
）に
磐
梨
郡
役
所
が
置

か
れ
、沢
原
村
は
磐
梨
郡
の
中
心
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。
 

　
明
治
二
十
七
年（
一
八
九
四
）十
一

月
十
一
日
、東
備
の
文
化
の
中
心
人

物
と
し
て
貢
献
し
た
七
郎
作
は
、六

十
七
歳
で
永
眠
し
ま
し
た
。
 

　
七
郎
作
没
後
、
門

人
た
ち
に
よ
っ
て
七
郎

作
の
墓
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。
墓
石
に
は
、

閑
谷
黌
黌
長
な
ど
を

務
め
た
西
毅
一
撰
併

書
に
よ
る
碑
文
が
書

か
れ
、側
面
に
は
七
郎

作
の
辞
世
の
句
と
歌
、 

 

　
今
日
か
ら
は
蓮
の
う
て
な
に
結
ぶ
ひ
ざ
 

　
我
命
死
る
月
日
の
め
ぐ
り
来
て
 

　
け
ふ
は
わ
か
れ
の
此
世
な
り
け
り
 

 が
刻
ま
れ
た
の
で
し
た
。
 

　（
山
陽
郷
土
資
料
館
　
高
畑
富
子
） 

●
参
考
文
献
 

　
　
『
熊
山
町
史
』
 

　
　
『
熊
山
町
史
 
大
字
史
』
 

　
　
『
熊
山
町
史
調
査
報
告
二
』
 

　
　
『
豊
田
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
 

６２歳（明治２２年９月撮影） 
内田和樹氏蔵 

▼「大坂舎」額（平賀元義書、内田家資料） 

て
 

た
て
の
 

に
 

お
が
み
が
わ
 

し
ず
た
に
こ
う
 

の
 

や
 

き
ょ
う
 

は
す
 

こ
の
よ
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電 

第 

23

回 

車
や
バ
ス
に
は
「
優
先
席
」
が
あ
り

ま
す
。
混
み
合
っ
て
い
て
も
誰
も
座

ろ
う
と
し
な
い
の
は
、な
ぜ
で
し
ょ
う
。 

　
「
席
を
譲
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
声
を
か
け

無
視
さ
れ
た
ト
ラ
ウ
マ
で
あ
っ
た
り
、人
の

視
線
が
気
に
な
っ
た
り
、そ
れ
ぞ
れ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
「
優
先
席
」
は
、一
九
七
三
年
九
月
の

敬
老
の
日
に
「
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
」
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
、九
〇
年
代
後
半
に
入
り
高
齢

者
や
身
体
障
害
者
に
加
え
、け
が
人
、妊
婦
、

乳
幼
児
連
れ
な
ど
一
時
的
に
何
ら
か
の
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も
つ
人
も
対
象
と
す
る
「
優

先
席
」
へ
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、乗
客
に
モ
ラ
ル
向
上
を
呼
び
か
け
、

車
内
の
「
優
先
席
」
を
廃
止
し
、全
車
両
の

全
座
席
を
「
優
先
席
」
と
同
様
に
扱
う
先
進

的
な
試
み
を
行
っ
た
も
の
の
、長
続
き
し
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
乗
客
同
士
の
譲
り
合
い

の
精
神
に
期
待
し
ま
し
た
が
、利
用
者
か
ら
、

「
譲
っ
て
も
ら
え
な
い
」「
優
先
席
が
あ
っ
た

方
が
譲
っ
て
も
ら
い
や
す
い
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
、再
び
「
優
先
席
」
を
設
け
た
と

の
こ
と
で
す
。 

　
「
優
先
席
」
の
廃
止
に
よ
り
、人
の
視
線
が

気
に
な
っ
て
い
た
人
も
、気
兼
ね
な
く
座
れ

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
本
来
、「
優
先

席
」
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、席
を
必
要
と
す

る
人
が
い
れ
ば
席
を
譲
る
の
が
当
然
と
分
か

っ
て
い
な
が
ら
も
、な
か
な
か
実
行
で
き
ま

せ
ん
。 

　
困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
て
も
、声
を
か

け
な
い
、関
わ
ら
な
い
無
関
心
と
、同
時
に

ど
う
関
わ
っ
て
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
知
識

の
な
さ
は
、最
も
立
ち
遅
れ
て
い
る
「
心
の

バ
リ
ア
」
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
得

て
し
て
、規
制
を
す
れ
ば
、改
善
に
つ
な
が
る

と
考
え
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
近
、

大
都
市
圏
で
は
、痴
漢
対
策
か
ら
「
女
性
専

用
車
」
が
導
入
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

こ
れ
も
一
時
し
の
ぎ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

　
私
た
ち
は
、社
会
の
一
員
と
し
て
、お
互
い

を
尊
重
し
、支
え
合
い
な
が
ら
地
域
の
中
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
相
手
を
思
う
気
持
ち
は
、

必
ず
伝
わ
り
ま
す
。
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る

の
で
な
く
、気
軽
に
話
し
か
け
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　岡山県都市人権推進事業連絡協議会（赤磐

市を含む県内１５市で構成）では、人権課題に対

する正しい理解と認識を深めることを目的とし

て、人権啓発映画を放送します。 

人権啓発映画のテレビ放映のご案内 人権啓発映画のテレビ放映のご案内 人権啓発映画のテレビ放映のご案内 人権啓発映画のテレビ放映のご案内 人権啓発映画のテレビ放映のご案内 人権啓発映画のテレビ放映のご案内 

旅立ちの日に 

わたしたちの人権宣言 

ハンセン病今を生きる 

ひまわりのように 

ラストからはじまる 

障害者の人権 

人権全般 

ハンセン病 

人権全般 

人権全般 

８月４日（月） 

８月８日（金） 

８月１２日（火） 

８月２５日（月） 

８月２９日（金） 

10:00～ 
　　10:45

14:25～ 
　　15:20

10:25～ 
　　11:20

10:45～ 
　　11:30

15:00～ 
　　15:55

山陽放送 
（RSK） 

テレビせとうち 
（TSC） 

西日本放送 
（RNC） 

瀬戸内海放送 
（KSB） 

岡山放送 
（OHK） 

映　画　名 テーマ 放送局 放送日 放送時間 
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高月公民館主催講座 

西山公民館主催講座 

中央公民館主催講座 
 
 
 
★パソコン講座 
［各コース共通］ 
■申込期間 
　講座開催日前日まで〈定員になり次第締め切ります〉 
　※窓口で受講料を添えてお申し込みください。（電話不可） 
■対　象　一般　　■定　員　各回10人 
 
◎ワード２００７入門講座 
　パソコンの基本操作は知っているけれど、ワードはまだ・・・
というあなた。ぜひこの機会に学んでみましょう。 
■日　時 
　　Wコース・・・8月5日（火）・8月7日（木） 
　9：00～12：00 
■受講料　1,500円（１コース2回分）＋テキスト代実費　　 
 
◎エクセル２００７入門講座 
　一般的な集計表・グラフの作成を通して、エクセルの
基礎をゆっくりとしたペースで学んでみましょう。 
■日　時 
　　Eコース・・・8月5日（火）・8月7日（木） 
　13：30～16：30 
■受講料　1,500円（１コース2回分）＋テキスト代実費 
 
◎ワード２００７で地図をつくろう 
　ワードを使って、自分だけの地図を作製してみませんか。 
■日　時 
　　Mコース・・・8月5日（火）・8月7日（木） 
　18：30～21：30 
■受講料　1,500円（１コース2回分）＋テキスト代実費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◎ブログ入門講座 
　ブログのしくみや、ホームページの公開、更新を楽しく
学びます。日記や、自分の趣味などをインターネットで公
開してみませんか？ 
■日　時 
　　Bコース・・・8月21日（木）・8月26日（火）・8月28日（木） 
　時間帯は下記の中からお選びください。 
　複数の受講はできません。 
　（朝）9：00～12：00、（昼）13：30～16：30 
■対　象 
　　メールアドレスを持っている 
　　自宅でメールを開いて、了承手続きを踏むことができる人 
■受講料　2,000円（1コース3回分）＋テキスト代実費 
 
◎エクセルで家計簿や帳簿をつくろう 
　エクセルのデータベース機能を使って、並び替えや抽
出、家計簿や帳簿の効率的な入力と集計方法を学んで
みませんか。 
■日　時 
　　EKコース・・・8月21日（木）・8月26日（火）・8月28日（木） 
　（夜）18：30～21：30 
■対　象　一般　　■定　員　各回10人〈先着順〉 
■受講料　2,000円（1コース3回分）＋テキスト代実費 
 
 
 
 
 
★夏休み小学生料理教室『手づくりパンを作ろう』 
　おいしい手作りパンを作り、みんなで楽しく食べましょう。 
■日　時　8月23日（土） 10：00～13：00 
■講　師　大坂　文子 
■対　象　小学校3年生～6年生 
■定　員　10人 
■参加費　100円 
■申込期間　～8月9日（土） 
 
 
 
 
 
★自然観察 
　旧富村（現鏡野町）で、植物の観察、散策など県北の
初秋を楽しもう。 
■日　時　9月7日（日） 9：30～17：00 
■場　所　鏡野町富振興センター周辺の植物観察、散策 
■講　師　楠原　良三　　■対　象　一般 
■定　員　20人　　■参加費　500円 
■申込期間　8月6日（水）～〈電話不可〉 
　受講料を添えて申し込みください。 
　※山陽公民館でドキドキ自然観察に参加した人はご遠慮
　　ください。 

★講座の受け付けは、各館とも 
　午前９：００からで、すべて先着順です。 

た
く
さ
ん
の 

参
加
を
お
待
ち 

し
て
い
ま
す
。 
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山陽公民館主催講座 赤坂公民館主催講座 

熊山公民館主催講座 

 

吉井公民館主催講座 

 
 
 
★天然酵母を使ってパンを作ろう 
　おいしい健康的なパン作りの基礎を学ぶとともにパン
を焼く技術の習得をしよう。 
■日　時 
　①9月6日（土）②9月20日（土）  9：00～14：00 
■講　師　松田　敬子　　■対　象　一般 
■定　員　16人 
■内　容 
　①動物パン・コーンパン②ヘルシーな食事パン 
■参加費　600円（2回分・材料費込み） 
■申込期間　8月4日（月）～ 
 
 
 
 
 
★竜天天文台公園・七夕のゆうべ 
　たくさんの楽しい遊びをそろえて皆さんをお待ちして
います！ 
■日　時　8月7日（木） 18：00～21：00 
■場　所　竜天天文台公園 
■内　容 
　きゅうりやなすの動物づくり、バルーンアートコーナー、ミニ
　ゲームコーナー、かき氷・綿菓子プレゼント、花火遊び、星
　の観察など（雨天の場合は、内容を一部変更して行います） 
■参加費　無料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
★カヌーポロ教室 
　カヌーポロに挑戦してみよう！ 
■日　時　8月19日（火）～22日（金） 15：30～17：30 
■場　所　石相小学校「プール」 
■内　容 
　カヌーに乗りながら、５人対５人で競う球技です。相手チー
　ムのゴールにボールを入れる、サッカーとバスケットボール
　を一緒にしたような競技です。カヌーポロ用の艇は小学生
　でも簡単に乗れるもので、短時間で艇を乗りこなせるように
　なります。 
■対　象　小学校4年生～中学生 
■定　員　10人　　■参加費　500円 
■申込期間　8月1日（金）～15日（金） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★ドキドキ講座『自然観察会』 
　自然大好き人間集まれ！赤磐市内に生息する水の中の
生き物や鳥について観察してみよう。 
■日　時　8月23日（土） 9：00～11：00 
■場　所　石砂橋（小野田川）〈雨天中止〉 
■参加費　無料 
■申込期間　～8月22日（金） 
 
 
 

●中央公民館（下市337 　955-0069）　　　　　●赤坂公民館（町苅田507 　957-2211） 
●熊山公民館（松木623 　995-1360）　　　　　●吉井公民館（周匝136-1 　954-1379） 
●高月公民館（穂崎848-1 　086-229-9777）　●西山公民館（西中220-1 　955-0777） 
●山陽公民館（山陽1-10 　955-9777）　　　　●笹岡公民館（坂辺9 　957-2214） 

各公民館  
所在地・連絡先 
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家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防 

　
六
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

 

◆
ポ
イ
ン
ト
①
「
食
品
の
購
入
」 

　
肉
、魚
、野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な

　
も
の
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。 

　
表
示
の
あ
る
食
品
は
消
費
期
限
な
ど
を
確

　
認
し
、購
入
し
ま
し
ょ
う
。 

◆
ポ
イ
ン
ト
②
「
家
庭
で
の
保
存
」 

　
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は
、持
ち
帰

　
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入

　
れ
ま
し
ょ
う
。 

　
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
詰
め
す
ぎ
に
注
意
し

　
ま
し
ょ
う
。
目
安
は
七
割
程
度
で
す
。 

　
冷
蔵
庫
は
十
度
以
下
、冷
凍
庫
は
、マ
イ
ナ

　
ス
十
五
度
以
下
に
維
持
す
る
こ
と
が
目
安

　
で
す
。 

◆
ポ
イ
ン
ト
③
「
下
準
備
」 

　
台
所
を
見
渡
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
ゴ
ミ
は
捨
て
て
あ
り
ま
す
か
。
タ
オ
ル
や
ふ

　
き
ん
は
清
潔
な
も
の
と
交
換
し
て
あ
り
ま

　
す
か
。
せ
っ
け
ん
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
。

　
調
理
台
の
上
は
片
付
け
て
広
く
使
え
る
よ

　
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク

　
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。 

　
生
の
肉
・
魚
・
卵
を
取
り
扱
っ
た
後
に
は
、

　
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。 

◆
ポ
イ
ン
ト
④
「
調
理
」 

　
調
理
を
始
め
る
前
に
も
う
一
度
、台
所
を
見

　
渡
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
下
準
備
で
台
所
が
よ
ご
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
タ
オ
ル
や
ふ
き
ん
は
乾
い
て
清
潔
な
も
の

　
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、手
を
洗
い

　
ま
し
ょ
う
。 

　
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
十
分
に
加
熱

　
し
ま
し
ょ
う
。 

　
加
熱
を
十
分
に
行
う
こ
と
で
、も
し
、食
中

　
毒
菌
が
い
た
と
し
て
も
殺
す
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。
目
安
は
、中
心
部
の
温
度
が
七
十
五

　
度
で
一
分
間
以
上
加
熱
す
る
こ
と
で
す
。 

◆
ポ
イ
ン
ト
⑤
「
食
事
」 

　
食
卓
に
付
く
前
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。 

　
清
潔
な
手
で
、清
潔
な
器
具
を
使
い
、清
潔

　
な
食
器
に
盛
り
付
け
ま
し
ょ
う
。 

◆
ポ
イ
ン
ト
⑥
「
残
っ
た
食
品
」 

　
残
っ
た
食
品
を
扱
う
前
に
も
手
を
洗
い
ま

　
し
ょ
う
。 

　
残
っ
た
食
品
は
早
く
冷
え
る
よ
う
に
浅
い

　
容
器
に
小
分
け
し
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。 

　
時
間
が
経
ち
過
ぎ
た
ら
、思
い
切
っ
て
捨
て

　
ま
し
ょ
う
。 

　
　
食
中
毒
の
三
原
則
は
、食
中
毒
菌
を
「
付

　
け
な
い
、増
や
さ
な
い
、殺
す
」
で
す
。「
六

　
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
き
ち
ん
と
行
い
、家
庭

　
か
ら
食
中
毒
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。 

期限表示には賞味期限と消費期限の2種類があり、 
どちらかの期限が表示されています。 

賞味期限 品質の 
劣化が 遅

い
 未開封の状態で記載された方法で保存した場

合に、全ての品質が十分に保持しうると認めら
れた期限。この期限を過ぎても必ずしもすぐに
食べられなくなるというわけではありません。 

缶詰、カップめん、 
スナック菓子など 

消費期限 品質の 
劣化が 早

い
 未開封の状態で記載された方法で保存した場

合に、品質が保持される期限。この期限を過ぎ
ると衛生上の危害が生じる可能性が高くなるた
め、食べない方が良いです。 

おにぎり、お弁当、 
惣菜など 

あれ？なにか変だな。規則ではどうなっているのかしら？などと、思ったら… 
●中国四国農政局 地域第四課（表示・規格担当） 
　　　　　住所：赤磐市上市１０９-４ 
　　　　　　９５５-０３８５　　９５５-０３８６ 食品の表示制度に関する 

質問・相談などを広く 
受け付けています。 
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～交通ルールを守って、夏を楽しく安全に～ 

　
赤
磐
警
察
署
で
は
、
六
月
三
日
（
火
）
、
管
内
の
六
十
歳
か
ら
七
十
歳

代
の
十
人
を
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
に
委
嘱
し
ま
し
た
。 

　
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
は
各
地
域
で
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
の
指
導

を
行
い
、
高
齢
者
の
交
通
マ
ナ
ー
、
特
に
自
転
車
の
マ
ナ
ー
向
上
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
六
月
二
十
九
日
（
日
）
に
は
桜
が
丘
西
十
丁
目
で
、
七
月
三
日
（
木
）

に
は
西
山
団
地
で
、
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
な
ど
に
よ
る
自
転
車
の
交
通

安
全
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
リ
ー
ダ
ー
か
ら
サ
ド
ル
の
高
さ

の
調
整
や
空
気
圧
の
確
認
、
夜
光
反
射
材
の
取
り
付
け
な
ど
、
自
転
車

に
乗
る
前
の
点
検
事
項
や
、
改
正
道
路
交
通
法
（
六
月
一
日
施
行
）
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

　
両
日
と
も
、
参
加
者
は
熱
心
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る 

自
転
車

自
転
車
の
交
通
安
全
指
導
を
実
施

交
通
安
全
指
導
を
実
施 

サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る 

自
転
車
の
交
通
安
全
指
導
を
実
施 

事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に
… 

項　　　　　目 平成２０年 平成１９年 

赤磐市内での発生件数 

住民による事故（第一当事者） 

住民自身の死傷者数 

１２８件 １４２件 

１７１件 １６１件 

１８８人 ２０１人 

◎人身事故件数（１月１日～５月３１日） 

市民の事故多発!!市民の事故多発!!

　暑い夏！ 運転中のエアコンと外気の調整はうまくできていますか？ 

　「身体がだるい」など疲れがたまりやすくなる時期です。少しの「ゆ

とり」をもってハンドルを握りましょう。 

　赤磐市の交通事故状況（１月から５月末）は、昨年の同時期と比

較すると県内および赤磐市内ともに減少傾向です。一方で、赤磐

市住民の第一当事者（事故の原因となる人）については、増加してい

ます。事故の特徴としては、曜日別では月曜日が多く、時間帯では、朝

（６時～１０時）と夕方（４時～６時）の通学・通勤時間帯が多く発生して

います。形態は、追突事故が最も多く、次いで出合い頭などの不注意による事故が６割近くにもなります。子ど

もたちの夏休みも始まりました。ドライバーのみなさん、子どもを見かけたら状況により減速、徐行、一時停止

をお願いします。 
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全
国
大
会
出
場 

大
会
結
果 

    

平
成
二
十
年
度
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
六
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
選
手
権
大
会
・
ボ
ー
ト（
熊
本
県
） 

◇
関
西
高
等
学
校
三
年 

　
藤
原
　
頌
太（
高
屋
） 

              

第
二
十
四
回
若
葉
カ
ッ
プ
全
国 

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会（
京
都
府
） 

第
九
回
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会（
熊
本
県
） 

◇
山
陽
小
学
校
六
年 

　
中
永
　
大
輝（
五
日
市
） 

         

平
成
二
十
年
度
全
国
高
等
学
校 

総
合
体
育
大
会（
埼
玉
県
） 

◎
剣
道
大
会 

◇
西
大
寺
高
等
学
校
三
年 

　
　
馬
　
麻
美（
惣
分
） 

         

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
大
会 

◇
東
岡
山
工
業
高
等
学
校
三
年
　 

　
楠
本
　
祐
也（
桜
が
丘
西
） 

         

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会 

◇
山
陽
女
子
高
等
学
校
三
年 

　
大
森
加
奈
子（
桜
が
丘
西
） 

 

◎
体
操
競
技
・
新
体
操
大
会 

◇
岡
山
南
高
等
学
校
二
年 

　
土
井
　
宏
子（
桜
が
丘
西
） 

◇
岡
山
南
高
等
学
校
一
年 

　
吉
次
　
沙
綾（
桜
が
丘
西
） 

   

  

第
四
十
三
回
全
日
本
大
学 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会（
宮
城
県
） 

◇
中
国
学
園
大
学
三
年 

　
大
　
裕
美
子（
桜
が
丘
西
） 

      

平
成
二
十
年
度 

赤
磐
市
夏
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

【
開
催
日
】
六
月
十
五
日（
日
） 

【
開
催
場
所
】
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園 

【
参
加
者
数
】百
三
十
六
人 

【
大
会
結
果
】 

◎
男
子
Ａ
級 

　
一
位
／
実
盛
　
和
寿
・
遠
藤
　
敏
夫 

　（
熊
山
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
） 

　
二
位
／
高
原
　
幸
二
・
竹
村
総
一
郎 

　（
キ
リ
ン
） 

　
三
位
／
額
田
　
桂
史
・
大
野
　
聖
弥 

◎
男
子
Ｂ
級 

　
一
位
／
国
末
　
　
歩
・
時
末
　
拓
季 

　（
赤
坂
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
） 

　
二
位
／
後
河
内
航
平
・
岡
部
彩
矢
香 

　（
桜
が
丘
中
学
校
） 

　
三
位
／
平
野
　
憲
一・
門
　
　
孝
史 

　（
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ー
ド
3
8
1
） 

◎
女
子
Ａ
級 

　
一
位
／
福
田
ひ
ろ
み
・
河
井
　
麻
希 

　（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
） 

　
二
位
／
藤
原
　
絵
美
・
下
山
　
好
美 

　（
熊
山
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
） 

　
三
位
／
山
崎
恵
美
子
・
平
野
美
代
子 

　（
桜
が
丘
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
） 

◎
女
子
Ｂ
級 

　
一
位
／
岩
田
　
和
子
・
平
松
千
恵
子 

　（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
） 

　
二
位
／
高
原
　
由
美
・
伊
久
　
弘
子 

　（
山
陽
ア
リ
ス
） 

　
三
位
／
藤
田
　
尚
子
・
安
原
真
利
子 

　（
桜
が
丘
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
） 

◎
女
子
Ｃ
級 

　
一
位
／
中
尾
　
裕
子
・
未
井
由
佳
里 

　（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
） 

　
二
位
／
詫
間
亜
希
子
・
池
奥
　
静
香 

　（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
） 

　
三
位
／
井
上
　
　
舞
・
三
上
　
菜
摘 

　（
高
陽
中
学
校
） 

◎
男
女
Ｄ
級 

　
一
位
／
池
本
　
敏
美
・
池
本
　
愛
子 

　（
山
陽
Jr
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
） 

　
二
位
／
森
　
　
帆
南
・
越
宗
菜
保
美 

　（
赤
坂
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
） 

　
三
位
／
岡
森
　
宣
勝
・
岡
森
　
歌
湖 

　（
山
陽
Jr
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
） 

  

第
三
回
赤
磐
市
春
季
テ
ニ
ス
大
会 

【
開
催
日
】
六
月
十
五
日（
日
） 

【
開
催
場
所
】
桜
が
丘
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

【
参
加
者
数
】二
十
二
人 

【
大
会
結
果
】 

◎
Ａ
ク
ラ
ス 

　
優
　
勝
／
愛
甲
博
美
・
大
上
直
史 

　
準
優
勝
／
佐
藤
堅
持
・
河
村
　
誠 

　
三
　
位
／
劉
・
磯
谷 

◎
Ｂ
ク
ラ
ス 

　
優
　
勝
／
柳
原
寿
美
子
・
多
田
冨
士
見 

　
準
優
勝
／
柳
原
沙
希
・
花
房
博
子 

　
三
　
位
／
茂
成
・
北
西 

 

第
二
十
三
回
赤
磐
市 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
杯 

【
開
催
日
】
六
月
三
日（
火
） 

【
開
催
場
所
】 

　
和
気
鵜
飼
谷
G
・
B
専
用
コ
ー
ト 

【
参
加
者
数
】 

　
十
一
チ
ー
ム（
五
十
八
人
） 

【
大
会
結
果
】 

　
優
　
勝
／
く
ぼ
た（
赤
坂
） 

　
準
優
勝
／
東
軽
部（
赤
坂
） 

　
第
三
位
／
赤
坂（
赤
坂
） 

　
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
賞
／
周
匝（
吉
井
） 

　
Ｂ
Ｂ
賞
／
コ
ス
モ
ス（
赤
坂
） 

★
前
回
結
果
の
ス
ズ
ラ
ン
チ
ー
ム
の
地

　
域
名
は
赤
坂
で
し
た
。
訂
正
し
て
お

　
わ
び
し
ま
す
。 

  

第
七
回
岡
山
県
中
学
校 

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会 

【
開
催
日
】
七
月
五
日（
土
） 

【
開
催
場
所
】 

　
熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場 

【
参
加
者
数
】四
十
二
人 

【
大
会
結
果
】 

◎
男
子 

　
準
優
勝
／
磐
梨
中
学
校 

◎
女
子 

　
優
　
勝
／
磐
梨
中
学
校 

　
全
国
大
会
出
場
を
か
け
て
、七
月
二

十
六
日
か
ら
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
る
、

第
十
四
回
中
国
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。 

 

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の 

　
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。 



  

夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー 

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
！ 

　
つ
い
に
夏
休
み
。
誰
で
も
気
軽
に
楽

し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、体

を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
し

よ
う
。
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
、巨
大
ボ

ー
ル
で
遊
ぶ
「
キ
ン
ボ
ー
ル
」
や
み
ん

な
に
人
気
の
「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」
な
ど
で
、

暑
い
夏
の
夜
に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
ょ
う
。 

　
体
育
指
導
委
員
が
楽
し
く
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
市
内
三
カ
所
で
開
催
し
ま

す
。
好
き
な
場
所
へ
、ま
た
何
度
で
も

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
・
場
所
】 

　
八
月
二
日（
土
） 

午
後
七
〜
九
時 

　
仁
美
小
学
校
体
育
館 

　
八
月
五
日（
火
） 

午
後
七
〜
九
時 

　
赤
坂
中
学
校
体
育
館 

　
八
月
七
日（
木
） 

午
後
七
〜
九
時 

　
磐
梨
小
学
校
体
育
館 

【
対
象
】
市
内
在
住
在
勤
者 

【
持
参
品
】
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ 

【
主
催
】
赤
磐
市
体
育
指
導
委
員
会 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
　（
９
５
５
）４
４
３
２ 

 

講
師
・
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ 

市
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
開
講
！ 

　
運
動
不
足
の
お
父
さ
ん
も
、さ
ら
に

体
を
引
き
締
め
た
い
お
母
さ
ん
も
、家

族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し

ま
せ
ん
か
。 

　
講
師
は
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
選
手
・

ス
タ
ッ
フ
。
ホ
ー
ム
コ
ー
ト
の
赤
磐
市

だ
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
市
民
講
座
で
す
。

チ
ー
ム
は
シ
ー
ズ
ン
開
幕
直
前
。
素
顔

の
選
手
と
仲
良
く
な
る
と
Ｖ
リ
ー
グ

も
も
っ
と
楽
し
め
る
か
も
。 

　
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
学
ぶ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
か
ら
、日
常
の
ち
ょ
っ
と
し

た
運
動
・
動
作
ま
で
、誰
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。「
何
か
し
な

き
ゃ
」
と
思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、体
に
い

い
こ
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

【
期
間
】 

　
八
月
二
十
八
日（
木
）、九
月
四
日（
木
）、

　
十
一
日（
木
）、十
月
九
日（
木
）、十
六

　
日（
木
）、全
五
回
。 

【
時
間
】
午
後
七
時
〜
八
時
三
十
分 

【
場
所
】
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館

　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ 

【
対
象
】
市
内
在
住
在
勤
者 

【
受
講
料
】
千
円（
初
回
に
持
参
し
て

　
く
だ
さ
い
） 

【
定
員
】三
十
人 

【
締
切
日
】
八
月
二
十
二
日（
金
） 

【
申
し
込
み
先
】 

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
　（
９
５
５
）４
４
３
２ 

                   

  

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室 

　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ 

　
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
で
は
、こ
れ

か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
い
人
を

対
象
に
初
心
者
教
室（
全
五
回
）の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】 

　
十
一
月
の
毎
土
曜
日 

　
午
前
九
時
〜
十
一
時 

【
場
所
】
山
陽
西
小
学
校
体
育
館（
詳

　
細
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
） 

 

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
紹
介 

◇
西
日
本
女
子
リ
ー
グ 

【
日
時
】
八
月
三
日（
日
） 

　
午
前
十
一
時
試
合
開
始 

【
場
所
】
赤
磐
市
熊
山
運
動
公
園
多
目

　
的
広
場 

【
対
戦
】 

　
岡
山
ク
ラ
ブ 

vs 

香
川
ク
ラ
ブ 

　（
観
戦
無
料
） 

 

◇
岡
山
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
開
幕
！  

　
岡
山
県
内
の
小
中
学
生
の
交
流
と

ホ
ッ
ケ
ー
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
七
月
に
開
幕
し

ま
し
た
。
年
間
五
節
開
催
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。（http://okayam

aclub.sports. 
coocan.jp/O

H
L/

） 

◎
第
二
節 

【
日
時
】
八
月
二
十
三
日（
土
） 

　
午
前
九
時
〜（
観
戦
無
料
） 

【
場
所
】
赤
磐
市
熊
山
運
動
公
園
多
目

　
的
広
場 
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募
　
集 

お
知
ら
せ 

　
一
年
中
泳
げ
る
温
水
プ
ー

ル
で
す
。一
般
プ
ー
ル
（
二
十

五
㍍
・
六
コ
ー
ス
）
と
、幼
児

プ
ー
ル
（
水
深
五
十
㌢
）
が

あ
り
ま
す
。 

　
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
楽

し
め
ま
す
。 

　
利
用
時
間
な
ど
は
暮
ら

し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

屋
内
プ
ー
ル 

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
施
設
紹
介 

　今年で３回目を迎える「スポレク」ですが、み
んなで楽しめる、魅力ある行事にしようと実行委
員会を中心に企画・立案中です。ご期待ください。 

開催日：10月13日（月） 
～体育の日～ 

▲昨年のスポレクでのキンボールの様子 



 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　
11：
00～（

熊
山
図
書
館
） 

●
ア
ニ
メ
映
画
会
 

　
13：
30～（

吉
井
図
書
館
） 

●
キ
ラ
リ
☆
シ
ア
タ
ー
：
一
般
向
 

　
14：
00～（

中
央
図
書
館
） 

 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

●
乳
が
ん
検
診
《
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
》
 

　
（
吉
井
地
域
）
 

●
人
権
・
行
政
相
談
 

　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
1
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
 

　
19：
00～
21：
00（
赤
坂
中
学
校
） 

●
勾
玉
づ
く
り
　
9：
30～
12：
00 

　（
山
陽
郷
土
資
料
館
・
 

　
  中
央
公
民
館
美
術
工
芸
室
） 

●
ブ
ッ
ク
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２００８

夏
 

　
10：
30～（

大
苅
田
読
書
公
園
） 

●
お
は
な
し
会
　
14：
00～
 

　（
吉
井
図
書
館
） 

●
赤
磐
市
花
火
大
会
 

　
18：
00～
21：
00 

　（
く
ま
や
ま
水
辺
の
楽
校
） 

●
高
月
公
民
館
ま
つ
り
 

　
9：
00～

22：
00（
高
月
公
民
館
）

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　
〔
２３
日
・３０
日
・９
月
６
日
も
開
催
〕 

　
10：
30～（

赤
坂
図
書
館
） 

●
お
は
な
し
か
い
 

　
〔
９
日
・１６
日
・２３
日
・３０
日
も
開
催
〕 

　
10：
30～（

中
央
図
書
館
） 

●
夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
 

　
19：
00～
21：
00（
仁
美
小
学
校
） 

●
星
空
講
座
無
料
観
望
会
 

　
19：
00～
22：
00（
竜
天
天
文
台
） 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
絵
本
は
と
も
だ
ち
 

　〔
１３
日
・２０
日
・２７
日
も
開
催
〕 

　
10:30～（

中
央
図
書
館
） 

 

●
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー（
３
回
） 

　
15：
00～
17：
00 

　（
中
央
公
民
館
2階
視
聴
覚
室
） 

●
七
夕
の
ゆ
う
べ
・
無
料
観
望
会
 

　
18：
00～
22：
00（
竜
天
天
文
台
） 

●
夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
 

　
19：
00～
21：
00（
磐
梨
小
学
校
） 

●
人
権
・
行
政
・
消
費
生
活
相
談

　
13：
00～
16：
00　

 
　（
本
庁
2階
第
1会
議
室
） 

●
人
権
・
障
害
者
・
心
配
ご
と
相
談
 

　
13:00～

15:00 
　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
犯
罪
ゼ
ロ
の
日
 

●
育
児
相
談
 

　
受
付
時
間
9：
45～
10：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
無
料
法
律
相
談
 

　
13：
00～
16：
00 

　
（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
　
＝
休
日
当
番
医
（
窓
口
受
付
 ９：００

～
１７；００

）（
　
　
は（
社
）
赤
磐
医
師
会
管
内
の
岡
山
市
瀬
戸
町
地
域
の
休
日
当
番
医
で
す
）
　
　
＝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

医
 

休
 

医
 

医
 

医
 
医
 

医
 

医
 

医
 

このページは外してご利用ください。  

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

★
８
月
の
税
・
保
険
料
を
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

　
●
市
県
民
税
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
期
 

　
●
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
期
 

　
●
水
利
地
益
税
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
期
 

　
●
介
護
保
険
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
期
 

９
月
１
日
ま
で
 

●
高
月
公
民
館
ま
つ
り
 

　
9：
30～
16：
00（
高
月
公
民
館
） 

●
交
通
安
全
日
 



●
男
女
共
同
参
画
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

　
13：
30～
15：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
こ
ど
も
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

　
14：
00～（

中
央
図
書
館
） 

●
お
笑
い
赤
坂
亭
定
例
寄
席
 

　
19：
00～
22：
00（
お
笑
い
赤
坂
亭
） 

 

●
乳
が
ん
検
診
《
視
触
診
》
 

　
（
熊
山
地
域
）
 

●
人
権
・
行
政
・
障
害
者
・
心
配

　
ご
と
相
談
　
13:00～

15:00 
　（
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー
） 

●
乳
が
ん
検
診《
視
触
診
》（
熊
山
地
域
） 

●
人
権・行

政・無
料
法
律
相
談
　
10:00～

15:00 
　
心
配
ご
と
相
談
　
13:00～

15:00 
　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
 

　
10：
00～
11：
00（
赤
坂
公
民
館
） 

●
乳
が
ん
検
診
《
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
》
 

　
（
山
陽
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
 

　
喀
た
ん
検
査
・
大
腸
が
ん
検
診

　
（
吉
井
地
域
）
 

●
乳
が
ん
検
診
《
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
》
 

　
（
熊
山
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
 

　
喀
た
ん
検
査
・
大
腸
が
ん
検
診

　
（
吉
井
地
域
）
 

●
乳
が
ん
検
診
《
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
》
 

　
（
熊
山
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
 

　
喀
た
ん
検
査
・
大
腸
が
ん
検
診

　
（
吉
井
地
域
）
 

●
乳
が
ん
検
診
《
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
》
 

　
（
赤
坂
地
域
）
 

●
乳
が
ん
検
診
《
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
》
 

　
（
山
陽
地
域
）
 

●
乳
が
ん
検
診
《
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
》
 

　
（
赤
坂
地
域
）
 

●
乳
児
健
診
・
育
児
相
談
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 ●
乳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
 

　
喀
た
ん
検
査
・
大
腸
が
ん
検
診

　
（
吉
井
地
域
）
 

●
無
料
法
律
相
談
 

　
13：
00～
16：
00 

　
（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
乳
が
ん
検
診
《
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
》
 

　
（
山
陽
地
域
）
 

●
乳
が
ん
検
診
《
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
》
 

　
（
山
陽
地
域
）
 

●
心
配
ご
と
相
談
 

　
13:00～

15:00 
　（
山
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
乳
が
ん
検
診
《
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
》
 

　
（
山
陽
地
域
）
 

●
３
歳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
定
期
救
急
講
習
会
 

　
9:00～

12:00 
　（
赤
磐
市
消
防
本
部
東
出
張
所
） 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

休
 

医
 

医
 

医
 

医
 

医
 

医
 

医
 

医
 

医
 

休館日 
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5
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6
1

7
1

8
1

9
2

0
2

1
2

2
2

3
2

4
2

5
2

6
2

7
2

8
2

9
3

0
3

1

金
 土
 日
 

金
 土
 日
 月
 
火
 水
 木
 金
 
土
 日
 月
 火
 水
 木
 金
 土
 日
 月
 
火
 水
 木
 金
 
土
 日
 
月
 火
 水
 木
 

山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム 

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

初
心
者
講
習
 

実
施

日
 

○
 屋
内
プ
ー
ル
一
般
開
放
　
☆
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
放
 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

8
月
 

休館日 

トレーニング 

ルーム 屋内プール 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

休館日 

休館日 
休館日 

　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 

★
 
　
 
　
 
　
 
 
　
 
　
 
★
 
　
 
★
 
　
 
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
 
　
 
　
 
★
 
　
 
★
 
　
 
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 

○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 

○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 

○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 

☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 

☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 

○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 

○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 

○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 

　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高

　
校
生
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限

　
り
ま
す
。
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て

　
い
ま
す
が
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
料
４００
円
　
再
受
講
料
３００
円
 

［
利
用
料
金
］ 

　
プ
ー
ル
  高
校
生
以
上
…
…
４００
円
 

　
　
　
　
  中
学
生
以
下
…
…
２００
円
 

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
…
３００
円
 

■
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高

　
校
生
以
上
で
す
。
 

［
利
用
料
金
］ 

　
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
…
…
１００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
…
…
　５０
円
 

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
…
１００
円
 

■
吉
井
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
 

休
 ●参照 

●参照 

●参照 

●参照 

●参照 
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「
市
長
に
私
の
意
見
を
聴
い
て
ほ
し
い
！
」
と
い
う
あ
な
た 

「
市
長
に
私
の
意
見
を
聴
い
て
ほ
し
い
！
」
と
い
う
あ
な
た 

　
市
長
と
市
民
が
市
政
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
機
会
を
設
け
ま
す
。
対
象
は
市

内
在
勤
・
在
住
者
で
す
。
内
容
は
市
政
に
関
す
る
こ
と
に
限
定
し
ま
す
。 
 〈

赤
坂
地
域
巡
回
市
長
対
話
室
〉 

　
グ
ル
ー
プ
・
団
体
か
ら
テ
ー
マ
を
決
め
て
お
話
し
を
お
聴
き
し
ま
す
。
例
え
ば

「
少
子
・
高
齢
化
対
策
」「
交
通
安
全
」「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、皆
さ
ん
の

申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
【
開
催
日
時
】
八
月
二
十
一
日（
木
）　
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

　
【
場
　
　
所
】
赤
坂
地
域
内 

　
【
申
込
期
間
】
八
月
七
日（
木
）ま
で 

 〈
市
長
室
で
い
き
い
き
ト
ー
キ
ン
グ
〉 

　
市
長
室
で
個
人
、も
し
く
は
小
グ
ル
ー
プ（
五
人
以
内
）の
ご
意
見
を
お
聴
き
し

ま
す
。 

　
【
開
催
日
時
】
八
月
二
十
九
日（
金
）・
十
月
二
十
一
日（
火
） 

　
　
■
一
回
に
つ
き
四
人（
グ
ル
ー
プ
）ま
で 

　
　
■
対
話
時
間（
二
十
分
間
） 

　
　
　
①
午
後
五
時
〜
五
時
二
十
分
　
②
午
後
五
時
三
十
分
〜
五
時
五
十
分 

　
　
　
③
午
後
六
時
〜
六
時
二
十
分
　
④
午
後
六
時
三
十
分
〜
六
時
五
十
分 

　
【
場
　
　
所
】
本
庁
二
階
　
市
長
室 

　
【
申
込
期
間
】
開
催
日
の
二
週
間
前
ま
で 

　
　
希
望
者（
団
体
）は
本
庁
秘
書
課
、支
所
市
民
生
活
課
で
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。 

 

　
【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
　
　
本
庁
秘
書
課
公
聴
広
報
係
　
　（
９
５
５
）４
７
７
０ 

　
　
　
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課
　
　（
９
５
７
）２
２
２
６ 

　
　
　
熊
山
支
所
市
民
生
活
課
　
　（
９
９
５
）１
２
１
１ 

　
　
　
吉
井
支
所
市
民
生
活
課
　
　（
９
５
４
）１
１
１
１ 

◇
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）
と
は
？ 

 

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
出
身
地
を
は
じ
め
、
愛

着
を
感
じ
て
い
る
『
ふ
る
さ
と
赤
磐
市
』
を
応

援
し
た
い
と
い
う
思
い
を
か
た
ち
に
し
て
い
た
だ

け
る
も
の
で
、『
赤
磐
市
』へ
寄
附
を
行
っ
た
場

合
に
、
現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
個
人
住
民

税
や
所
得
税
が
一
定
の
限
度
額
ま
で
控
除
さ
れ

る
制
度
で
す
。 

 

◇
税
金
の
控
除
の
内
容
は
？ 

 

　
寄
附
を
行
な
っ
た
場
合
、
寄
附
金
受
領
証
明

書
を
添
付
し
て
確
定
申
告
を
す
れ
ば
、五
千
円

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
個
人
住
民
税
の
所

得
割
の
一
割
程
度
を
限
度
と
し
て
、
翌
年
度
に

課
税
さ
れ
る
個
人
住
民
税
の
税
額
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
（
所
得
税
で
は
、
寄
附
金
額
を
控

除
す
る
制
度
が
別
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
）。
た

だ
し
、所
得
税
や
個
人
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、
税
額
の
軽
減
措
置
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
み

課
税
の
人
も
軽
減
措
置
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◇
寄
附
の
手
順 

 

①
寄
附
申
込
書
の
提
出（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
市
役
所
へ
電
話
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
） 

②
市
役
所
か
ら
納
付
書
な
ど
の
送
付 

③
寄
附
金
の
納
入
（
納
付
書
・
公
金
振
込
書
・

　
口
座
振
込
・
現
金
書
留
に
よ
る
入
金
） 

④
市
役
所
か
ら
寄
附
金
受
領
証
明
書
の
送
付 

  

　
■
問
い
合
わ
せ
先 

　
　
本
庁
税
務
課
市
民
税
係 

　
　
　（
９
５
５
）０
９
５
１ 

　
　
　（
９
５
５
）１
２
７
５ 

〜
市
外
在
住
の
ご
家
族
・
知
人
な
ど
へ
の
呼
び
か
け
に
ご
協
力
を
〜 

　
赤
磐
市
で
は
、『
ふ
る
さ
と
納
税
』
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
よ
り
、市
外
在

住
の
赤
磐
市
出
身
者
を
は
じ
め
、赤
磐
市
に
愛
着
を
も
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
人
の
応
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
「
赤
磐
市
を
応
援
し
た
い
！
」「
赤
磐
市
に
貢
献
し
た
い
！
」
と
い
う
思

い
を『
ふ
る
さ
と
納
税（
寄
附
）
』に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
市
外
在
住
の
ご
家
族
・
知
人
な
ど
へ
の
呼
び
か
け
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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　耐震改修促進法（建築物の耐震改修の促進に関する法律）に基づき、計画的な建築物の耐震化を促進するた
め、赤磐市耐震改修促進計画を策定しました。 
　計画の概要は、次のとおりです。（※本文は、７月から市のホームページへ掲載しています） 

赤磐市耐震改修促進計画を策定しました！ 

計画策定の背景  
　近年、日本各地で、昨年３月の能登半島地震をはじめ、大規模な地震が立て続けに発生しており、さら
に、東海地震および東南海・南海地震については、今後３０年以内に５０　から６０　の確立で発生が想定
され、その切迫性が指摘されています。 
　このような状況にかんがみ、中央防災会議の地震防災戦略などで決定された大規模な地震に対する
建築物の安全性の確保を目的とした耐震化の目標を達成するため、平成１８年１月に耐震改修促進法が
改正され、国と地方公共団体が連携を図り、計画的な建築物の耐震化を促進することになりました。 
　このため、市では、国が掲げる地震対策の実施方針、建築物の耐震化の現状などを踏まえ、耐震改修
促進計画を策定することとしました。 
 
建築物の耐震診断および耐震改修の実施に関する目標  
　本計画では、地震による建築物の倒壊などの被害から市民の生命、身体および財産を保全するため、
目標年次である平成２７年度までに達成すべき建築物の耐震化の目標を次の 
とおり設定し、地震に強いまちづくりを推進します。 

　【建築物の耐震化の目標】 
　　　住宅の耐震化率　　　　　　現状：５５　　⇒　目標：９０　 
　　　特定建築物の耐震化率　　　現状：６４　　⇒　目標：９０　 
 
建築物の耐震診断および耐震改修の促進を図るための施策  
　建築物の耐震化の促進のためには、地震防災対策について、まず、建築物の所有者などが自らの問題
として、また、地域の問題として捉え、主体的に取り組むことが何よりも重要であり、本計画の目標を達
成するための基本的な条件となります。 
　市は、こうした所有者などの取り組みに対して、できる限り支援するという観点から、所有者などが実
施する建築物の耐震診断および耐震改修について、費用負担の軽減、取り組みやすい環境の整備を図
るため、国や県などの協力を得ながら必要な施策を講じていくものとします。 
 
建築物の地震に対する安全性の向上に関する啓発および知識の普及  
　市では、地震に対する防災意識の高揚や建築物の耐震化の必要性について、正しい理解と知識の普
及を図るため、地震ハザードマップの公表、相談体制の整備、情報の提供に取り組んでいきます。 
　また、防災関係団体や地元自治会との相互協力および連携による防災対策、建築物の地震対策に有
効な制度に関する普及啓発などにも努めていきます。 
 
その他建築物の耐震診断および耐震改修の促進に関し必要な事項  
　保安上危険な建築物の所有者に対しては、所管行政庁および特定行政庁である県が、耐震改修促進
法および建築基準法の規定により、必要な指導や勧告などを行います。 
　この是正措置に係る処分については、市民の安全を最優先に確保する必要があることから、市は県の
要請に応じて積極的に協力するものとします。 

※本計画は、国および県の動向、建築物の耐震診断および耐震改修の進捗状況、社会情勢の変化など
　を考慮し、必要に応じて見直しを行うものとします。 

赤磐市耐震 改修促進計画の概要 

問い合わせ先／本庁建設課都市計画係 　955-1487



情報ボックス内でお知らせす
る市役所関係の電話番号は下
記のとおりです。 

［本庁代表］　955-1111 
　　総務課 
　　　955-4782 
　　市民課国保年金係 
　　　955-1113 
　　環境課 
　　　955-5347 
　　協働推進室 
　　　955-4783 
　　健康増進課 
　　　955-1117 
　　社会福祉課 
　　　955-1115 
　　産業振興課 
　　　955-6174 
　　下水道課 
　　　955-2942 
［赤坂支所代表］　957-2222 
　　市民生活課 
　　　957-4821 
　　健康福祉課 
　　　957-4822 
　　産業建設課 
　　　957-4824 
［熊山支所代表］　995-1211 
　　市民生活課 
　　　995-1214 
　　健康福祉課 
　　　995-1293 
　　産業建設課 
　　　995-1217 
［吉井支所代表］　954-1111 
　　市民生活課 
　　　954-1183 
　　健康福祉課 
　　　954-1374 
　　産業建設課 
　　　954-1319 
［教育委員会］ 
　　社会教育課 
　　　955-0783 
　　山陽郷土資料館 
　　　955-0710 
　　赤坂公民館 
　　　957-2211 
［消防本部］　955-2244 
　　消防総務課 
　　　955-2245 
　　警防課救急係 
　　　955-2254 
［熊山病院］　995-1251
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胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン（
結
核
・
肺
が
ん
） 

　
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

◎
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン 

　
結
核
検
診
の
対
象
者
は
、「
感

染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の

患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
っ
て
年
一
回
受

診
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
日
時
、会
場
を

「
け
ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で

確
認
し
て
必
ず
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
ま
た
、あ
わ
せ
て
肺
が
ん
検

診
も
行
い
ま
す
。 

対
象
者
　 

　
四
十
歳
以
上
の
人
（
が
ん

検
診
）六
十
五
歳
以
上
の
人（
結

核
検
診
） 

※
六
十
五
歳
以
上
の
人
は
必

　
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い（
職

　
場
、病
院
な
ど
で
す
で
に
受

　
診
し
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
）。 

持
参
品 

　
受
診
票
兼
問
診
票
（
当
日

会
場
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
） 

料
　
金
　
無
料 

※
検
診
結
果
は
「
精
密
検
査

　
が
必
要
な
人
」
の
み
個
人

　
通
知
し
ま
す
。「
異
常
な
し
」

　
の
人
に
は
結
果
通
知
を
送

　
付
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

　
く
だ
さ
い
。 

※
服
装
は
な
る
べ
く
軽
装
で

　
お
願
い
し
ま
す
（
金
具
や

　
ボ
タ
ン
な
ど
何
も
つ
い
て

　
い
な
い
服
は
、着
た
ま
ま
で

　
撮
影
で
き
ま
す
）。 

※
身
体
の
不
自
由
な
人
な
ど

　
検
診
会
場
で
受
診
で
き
な

　
い
場
合
は
、「
た
ん
」
で
結

　
核
の
検
査
が
で
き
ま
す
。

　
検
た
ん
容
器
を
健
康
増
進

　
課（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
ま
た
は
各
支
所
の
健
康
福

　
祉
課
の
窓
口
で
受
け
取
り
、

　
受
診
票
兼
問
診
票
と「
た
ん
」

　
が
入
っ
た
検
た
ん
容
器
を

　
検
診
会
場
で
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い（
代
理
の
人
で
も
か

　
ま
い
ま
せ
ん
）。 
 

◎
肺
が
ん
検
診（
喀
た
ん
検
査
） 

　
喀
た
ん
検
査
は
、心
臓
や

骨
に
重
な
り
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
で
は
発
見
が
難
し
い
が
ん

を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
結
核
検
診
会
場
で
受
け
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、対

象
者
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
代
理
の
人
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
）。 

対
象
者
　
四
十
歳
以
上
の
人 

持
参
品
　
健
康
手
帳 

料
　
金
　
五
百
円
（
七
十
歳

　
以
上
無
料
） 

 

◎
大
腸
が
ん
検
診 

　
大
腸
が
ん
は
近
年
増
加
し

て
い
る
が
ん
の
一
つ
で
す
。 

　
こ
の
が
ん
は
、早
期
に
発
見

す
る
こ
と
で
、適
切
な
治
療
を

受
け
る
と
、再
発
も
ほ
と
ん

ど
な
く
、治
る
可
能
性
の
高
い

『
が
ん
』で
も
あ
り
ま
す
。『
便

の
潜
血
反
応
』を
調
べ
る
も
の

で
、手
軽
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

　
な
お
、す
で
に
検
査
セ
ッ
ト

を
お
渡
し
し
て
い
る
人
以
外
で
、

検
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

本
庁
・
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

対
象
者
　
四
十
歳
以
上
の
人 

持
参
品
　
受
診
票
兼
問
診
票
、

　
検
査
セ
ッ
ト【
便
二
日
分
】、

　
健
康
手
帳 

料
　
金
　
五
百
円
（
七
十
歳

　
以
上
無
料
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
健
康
増
進
課
お
よ
び

　
各
支
所
健
康
福
祉
課 

   

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別 

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
へ 

 

　
現
在
受
給
中
の
人
に
は
、

現
況
届
・
所
得
状
況
届
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、八
月
二
十
九

日（
金
）ま
で
に
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
届
け
出
が
な
い
場
合
は
、八

月
以
降
の
手
当
が
受
給
で
き

な
く
な
り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
　 

　
本
庁
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係 

　
お
よ
び
各
支
所
健
康
福
祉
課 

      

　
特
定
健
康
診
査
が 

　
始
ま
り
ま
す 

 

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
四
十
歳
か
ら
七
十
四
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歳
ま
で
の
人
を
対
象
と
し
た

メ
タ
ボ
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

　
各
医
療
機
関
で
受
診
す
る

個
別
健
診
は
九
月
か
ら
、検

診
車
が
地
区
を
巡
回
す
る
集

団
健
診
は
十
月
か
ら
で
す
の
で
、

ど
ち
ら
か
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
検
診
項
目
、自
己
負
担
額

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、八

月
初
旬
に
お
手
元
に
届
く
受

診
券
と
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

　
な
お
、今
年
度
よ
り
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
事
業
の
実

施
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

問
い
合
わ
せ
先
　 

　
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係 

       

　
特
産
品
加
工
体
験
講
座 

　
「
白
桃
の
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
」

　
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

 
日
　
時
　
八
月
六
日（
水
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館 

　
一
階
開
発
室
　 

講
　
師
　
山
陽
ふ
る
さ
と
の

　
味
研
究
会
部
会
員 

申
し
込
み
先
　 

　
本
庁
産
業
振
興
課 

  

　
自
衛
官
募
集 

　 　
防
衛
庁
で
は
、平
成
二
十

年
度
各
種
自
衛
官
を
次
の
要

項
で
募
集
し
ま
す
。 

◎
二
等
陸
・
海
・
空
士 

対
象
者
　
十
八
歳
以
上
、二

　
十
七
歳
未
満 

受
付
期
間
　 

　
男
子
／
九
月
十
二
日
ま
で 

　
女
子
／
九
月
十
日
ま
で 

試
験
日
　
　 

　
男
子
／
九
月
二
十
五
日
〜

　
　
　
　
二
十
八
日 

　
女
子
／
九
月
二
十
八
日 

◎
一
般
曹
候
補
生 

対
象
者
　
十
八
歳
以
上
、二

　
十
七
歳
未
満 

受
付
期
間
　
九
月
十
日
ま
で 

試
験
日
　
九
月
二
十
日 

◎
航
空
学
生 

対
象
者
　
二
十
一
歳
未
満
高

　
卒（
見
込
含
） 

受
付
期
間
　
九
月
十
日
ま
で 

試
験
日
　
九
月
二
十
三
日 

◎
看
護
学
生 

対
象
者
　
二
十
四
歳
未
満
高

　
卒（
見
込
含
） 

受
付
期
間
　
九
月
八
日
〜
九

　
月
三
十
日 

試
験
日
　
十
月
二
十
五
日 

※
入
隊
は
平
成
二
十
一
年
三
月

　
下
旬
か
ら
四
月
上
旬
の
予

　
定
で
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
防
衛
庁
備
前
岡
山
地
域
事
務
所 

　
　
０
８
６（
２
２
４
）２
８
２
４ 

　
自
衛
官
募
集
相
談
員 

　
杉
本
　
靖
和 

　
　（
９
５
５
）０
０
３
７ 

　
安
東
　
憲
太
郎 

　
　（
９
５
４
）０
７
２
７ 

　
小
西
　
憲
勝 

　
　（
９
５
７
）３
２
６
４ 

   

　赤磐市立熊山病院では、次のとおり看護
師を募集します。 

【募集人員】 
　１人（昭和３３年４月２日以降に生まれた人
　で看護師免許を取得の人） 
【採用時期】９月１日 
【応募方法】 
　①履歴書　②健康診断書 
　③資格取得を証明する書類 
【受付期間】 
　８月１日（金）～８月１５日（金）必着 
　〈郵送可〉 
【受付時間】 
　午前８時３０分～午後５時３０分（水・日を除く） 
【試験日】 
　８月１８日（月） 午前１０時～午後３時 
【問い合わせ先】 
　〒７０９-０７０５ 赤磐市松木６３３-１ 
　市立熊山病院　 

本庁環境課・各支所市民生活課  

看護師 募 集 

問い 合わせ先  

　適法な焼却施設以外でごみを燃やすことを

野焼きといい、廃棄物の処理および清掃に関

する法律で禁止されています。一般家庭ごみ

の焼却は、ほとんど野焼きに該当します。 

　野焼きが例外的（河川敷・道路の草焼きなど）

に認められている場合でも、燃やしたときに発

生する煙にはダイオキシン類が含まれているだ

けでなく、においが洗濯物についたり、部屋に

入るので窓が開けられなかったり、ぜん息など

の病気の人には大変つらかったりもします。 

　決められた収集日にごみとして出すか、草

木の場合は、たい肥にするなど工夫して、野焼

きはしないようにしましょう。 
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親
子
で
せ
っ
け
ん
作
り 

　 　
廃
油
で
作
る
環
境
に
や
さ

し
い
せ
っ
け
ん
作
り
を
体
験

し
ま
せ
ん
か
。 

日
　
時
　
八
月
十
日（
日
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
一
時 

場
　
所 

　
中
央
公
民
館
一
階
調
理
室 

持
参
品
　
キ
ャ
ッ
プ
、エ
プ
ロ
ン
、

　
マ
ス
ク
、軍
手 

参
加
費
　
一
人
百
円 

※
作
業
の
で
き
る
服
装
で
参

　
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
小
学
三
年
生
以
下
の
子
ど

　
も
さ
ん
は
、保
護
者
も
一
緒

　
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
込
締
め
切
り
日 

　
八
月
七
日（
木
） 

申
し
込
み
先 

　
赤
磐
市
消
費
生
活
問
題
研

　
究
協
議
会
山
陽
班
（
本
庁

　
協
働
推
進
室
内
） 

  

　
救
急
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。 

　
救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！ 

 

　
大
切
な
人
・
大
切
な
命
を

守
る
た
め
に
、適
切
な
応
急
手

当
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

せ
ん
か
。
年
齢
・
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。
奮
っ
て
の
受
講
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
　
時
　
八
月
二
十
四
日（
日
） 

　
午
前
九
時
〜
正
午 

場
　
所
　
赤
磐
市
消
防
本
部

　
東
出
張
所 

受
講
人
数
　
十
人
程
度 

申
込
期
限
　
八
月
十
日（
日
） 

参
加
費
用
　
無
料 

問
い
合
わ
せ
先 

　
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係 

  
　
赤
磐
市
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー 

　
参
加
者
募
集 

 

　
赤
磐
市
観
光
協
会
で
は
、「
赤

磐
市
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。 

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、産
業
振
興

事
業
の
一
環
と
し
て
、地
域
の

産
業
を
観
光
資
源
と
し
て
生

か
す
「
産
業
観
光
」
に
注
目
。

赤
磐
市
内
に
あ
る
企
業
の
工

場
見
学
を
し
て
、地
域
産
業

資
源
を
再
発
見
・
再
認
識
し

て
い
た
だ
き
、住
民
の
交
流
の

輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

◎
募
集
要
項 

日
　
程
　
八
月
二
十
一
日（
木
） 

　
集
合
／
午
前
九
時 

　
解
散
／
午
後
四
時
三
十
分 

集
合
場
所
　
赤
磐
市
役
所 

行
　
程
　
赤
磐
市
役
所
↓
ト
ス

　
テ
ム
熊
山
㈱
↓
熊
山
英
国
庭
園

　（
昼
食
）↓
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱

　
岡
山
工
場
↓
岡
山
農
業
公
園
ド

　
イ
ツ
の
森
↓
赤
磐
市
役
所 

募
集
人
数 

　
四
十
人（
受
付
は
先
着
順

と
し
、予
定
人
数
に
達
し
た

場
合
は
受
付
終
了
） 

参
加
費 

　
大
人 

千
五
百
円 

　
子
供（
中
学
生
以
下
）千
円 

　〔
入
園
料
・
昼
食
代
含
む
〕 

応
募
方
法  

　
往
復
は
が
き
に
「
赤
磐
市

探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
希
望
」

と
明
記
し
、次
の
こ
と
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。  

①
住
所 

②
参
加
者
全
員
の
氏
名（
ふ

　
り
が
な
）・
年
齢
・
性
別 

③
電
話
番
号 

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴 

応
募
締
め
切
り  

　
八
月
八
日（
金
） 

　
※
当
日
消
印
有
効 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
〒
７
０
９
―
０
８
９
８ 

　
赤
磐
市
下
市
三
四
四 

　
赤
磐
市
観
光
協
会 

　
「
赤
磐
市
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
」
係 

　
　（
９
５
５
）６
１
７
５ 

 

 

●臨時バス運行路線および予定時刻 

　問い合わせ先／本庁産業振興課 

8月9日（土） 
18：00～21：00 
※荒天の場合は、8月10日（日） 

日 時 

赤磐市くまやま水辺の楽校 
（赤磐市千躰地区の吉井川河川敷） 

場 所 

〈行　き〉 

①（山 陽 地 域） 赤磐市役所前（１７：００発）→桜が丘いきいき交流センター（１７：１０発）→花火大会会場前（１７：３０着） 

②（山陽・熊山地域） 赤磐市役所前（１７：００発）→桜が丘いきいき交流センター（１７：１０発）→熊山老人憩いの家（１７：２０発） 

→熊山英国庭園（１７：３０発）→花火大会会場前（１７：４０着） 

③（吉井・赤坂地域） 赤磐市吉井支所前（１６：２０発）→赤磐市赤坂支所前（１７：００発）→花火大会会場前（１７：３０着） 

〈帰　り〉２１：３０に会場前から出発します。 

　【駐車場】駐車場については、熊山工業団地内のみとなっています。〈収容台数 約２,４００台〉 
千躰グランド（吉井川河川敷）の駐車場は関係者および障害者のみとなっていますので、係員の指示により駐
車してください。当日は交通渋滞が予想されますのでＪＲ〈ＪＲ熊山駅下車徒歩３分〉をご利用ください。 
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市
職
員
募
集
　 

 
　
赤
磐
市
で
は
、次
の
と
お
り

平
成
二
十
一
年
度
に
採
用
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。 

募
集
職
種
・
人
員
・
受
験
資
格 

■
一
般
事
務
職
・
若
干
名 

　
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
、高
等
学
校

卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る

人（
平
成
二
十
一
年
三
月
卒
業

見
込
み
可
） 

■
保
健
師
・
若
干
名 

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
、保
健
師
免

許
を
取
得
ま
た
は
平
成
二
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人 

■
保
育
士
・
若
干
名 

　
昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
、保
育
士
資

格
証
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
普

通
免
許
状
の
両
方
を
取
得
の

人
、い
ず
れ
か
を
取
得
し
も
う

一
方
を
平
成
二
十
一
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

人
ま
た
は
ど
ち
ら
も
平
成
二

十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
人 

■
幼
稚
園
教
諭
・
若
干
名 

　（
保
育
士
と
同
じ
） 

■
学
校
給
食
調
理
員
・
若
干
名 

　
昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
、高
等
学
校

卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る

人（
平
成
二
十
一
年
三
月
卒
業

見
込
み
可
） 

■
消
防
吏
員
・
若
干
名 

　
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
、高
等
学
校

卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有

す
る
人（
平
成
二
十
一
年
三
月

卒
業
見
込
み
可
） 

応
募
方
法 

　
①
受
験
申
込
書（
市
指
定

用
紙
）②
卒
業
証
明
書
ま
た

は
卒
業
見
込
書
③
最
終
学
校

の
成
績
証
明
書（
専
門
学
校

の
場
合
は
、高
等
学
校
の
成
績

証
明
書
・
卒
業
証
明
書
も
必
要
）

④
受
験
票
返
送
用
封
筒（
市

指
定
封
筒
）を
総
務
部
総
務

課（
幼
稚
園
教
諭
・
学
校
給
食

調
理
員
は
教
育
委
員
会
教
育

総
務
課
、消
防
吏
員
は
消
防

本
部
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
師
は
⑤
保
健
師
免
許
の

写
し（
取
得
見
込
み
の
人
は

当
該
免
許
の
取
得〔
見
込
み
〕

証
明
書
）、保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
は
⑥
保
育
士
資
格
証
お

よ
び
幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許

の
写
し（
取
得
見
込
み
の
も
の

が
あ
る
と
き
は
当
該
免
許
の

取
得〔
見
込
み
〕証
明
書
）を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

受
付
期
間
　
八
月
十
三
日（
水
）

　
〜
八
月
二
十
九
日（
金
）必
着 

受
付
時
間 

　
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

　
三
十
分（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
） 

試
験
日 

　
一
次
試
験 

　
十
月
十
九
日（
日
） 

午
前
八
時
〜 

　
二
次
試
験 

　
十
一
月
中
旬
〜
下
旬
ご
ろ 

受
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
請
求
方
法 

【
交
付
場
所
】 

　
本
庁
総
務
課 

　
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課 

　
各
支
所
市
民
生
活
課 

　
赤
磐
市
消
防
本
部
、お
よ
び
東
・
北
出
張
所 

【
郵
送
に
よ
る
請
求
の
場
合
】 

　
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込

書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、百
二

十
円
切
手
を
は
っ
た
郵
便
番
号
、

あ
て
先
明
記
の
返
信
用
大
封

筒（
角
形
２
号
の
大
き
さ
）を

同
封
し
て
、本
庁
総
務
課
あ
て

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。 

請
求
先 

　
〒
７
０
９-

０
８
９
８ 

　
赤
磐
市
下
市
三
四
四 

　
赤
磐
市
総
務
部
総
務
課 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
総
務
課
総
務
係
　 

　
赤
磐
市
消
防
本
部
消
防
総
務
課
総
務
係 

 

警察官Ａ 
（大学卒） 
（男性･女性） 
平成２１年４月採用 

警察官B 
（大学卒以外） 
（男性･女性） 
平成２１年４月採用 

警察事務職員B 
平成２１年４月採用 

昭和５３年４月２日以降に生まれた人で、学校
教育法による大学（短期大学を除く）を卒
業または平成２１年３月３１日までに卒業見込
みの人。 

昭和５３年４月２日～平成３年４月１日生まれ
の人。ただし学校教育法による大学（短期
大学を除く）を卒業または平成２１年３月３１
日までに卒業見込みの人を除く。 

昭和６２年４月２日～平成３年４月１日生まれ
の人。ただし学校教育法による大学（短期
大学を除く）を卒業または平成２１年３月３１
日までに卒業見込みの人を除く。 

区　　分 受験資格 受付〆切 第一次試験 一次合格発表 第二次試験 二次合格発表 

８/２２ 
（金） 

１０/１５ 
（水） 

１２/１０ 
（水） 

９/２１ 
（日） 

〈教養試験〉 
９/２１（日） 

 
〈体力試験〉 
９/２０（土） 
９/２２（月） 
９/２３（火） 

 
のいずれか 
指定する日 

１１/２１ 
（金） 

 
 

１１/２５ 
（火） 

 
のいずれか 
指定する日 

岡山県警察官･警察事務職員募集 
平 成 ２０ 年 度 
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山陽総合福祉 
センター１階相談室 

赤坂健康管理 
センター 

熊山保健福祉 
総合センター 

仁美農村振興 
センター 

本庁２階 
第１会議室 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

８月２７日（水） 
午前１０時～午後３時 
※心配ごと相談は 
　午後１時～３時 

８月１５日（金） 
午後１時～３時 
 

８月１日（金） 
午前１０時～正午 

８月２０日（水） 
午後１時～３時 

８月８日（金） 
午後１時～４時 

８月１３日（水） 
午後１時～４時 

８月１８日（月） 
午後１時～３時 

【人権】【障害者】 
【心配ごと】 

【人権】【行政】 

【人権】【行政】 
【身体障害】【知的障害】 
【心配ごと】 

【心配ごと】 

【人権】【行政】 
【消費生活相談】 
※すべて予約制 

【人権】【行政】 
【心配ごと】【無料法律】 
岡山弁護士会所属弁護士 
※要予約 

【無料法律】（１人３０分） 
岡山弁護士会所属弁護士 
奥田哲也・賀川進太郎 
※要予約 

【人権】【無料法律】 
　本庁市民課 
　　９５５-１１１４ 
【行政】【消費生活相談】 
　協働推進室 
　　９５５-４７８３ 
【心配ごと】 
　社会福祉協議会山陽支所 
　　９５５-８８７７ 

【人権】【行政】 
　熊山支所市民生活課 
　　９９５-１２１４ 
【障害者】 
　熊山支所保健福祉課 
　　９９５-１２９３ 
【心配ごと】 
　社会福祉協議会熊山支所 
　　９９５-２３３６ 

【人権】【行政】 
　吉井支所市民生活課 
　　９５４-１１８３ 
【身体障害】【知的障害】 
　吉井支所健康福祉課 
　　９５４-１３７４ 
【心配ごと】 
　社会福祉協議会吉井支所 
　　９５４-２５３３ 

【人権】【行政】【無料法律】 
　赤坂支所市民生活課 
　　９５７-４８２１ 
【心配ごと】 
　社会福祉協議会赤坂支所 
　　９５７-２３３４ 

山
　
陽
　
地
　
域 

赤
坂
地
域 

熊
　
山
　
地
　
域 

吉
　
井
　
地
　
域 

日　　　時 場　　　所 問い合わせ先 相談内容 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 
　
「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験

　
作
文
」
お
よ
び
「
障
害
者
週

　
間
ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集 

 

募
集
テ
ー
マ 

　
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文 

　
「
出
会
い
、ふ
れ
あ
い
、心
の

　
輪
―
障
害
の
あ
る
人
と
な

　
い
人
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い

　
体
験
を
広
げ
よ
う
―
」（
題

　
名
は
自
由
） 

　
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー 

　
「
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

　
ら
ず
誰
も
が
能
力
を
発
揮

　
し
て
安
全
に
安
心
し
て
生

　
活
で
き
る
社
会
の
実
現
」 

応
募
資
格 

　
体
験
作
文 

　
小･

中･

高
校
一
般
：
三
部
門 

　
ポ
ス
タ
ー 

　
小･

中
：
二
部
門 

募
集
締
め
切
り
　 

　
九
月
八
日（
月
）〈
必
着
〉 

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先 

　
県
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課 

　
　
０
８
６（
２
２
６
）７
３
４
３ 

       

   

　
美
し
い
川
や
海
を
後
世
に
！ 

　
　
お
供
え
物
や
舟
な
ど
は 

　
　
川
へ
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い 

　 　
お
盆
の
精
霊
流
し
は
、古
く

か
ら
先
祖
の
霊
を
慰
め
る
た

め
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、都
市
化
し
た
現

代
で
は
、お
供
え
物
や
舟
な

ど
を
流
す
こ
と
は
川
や
海
を

汚
染
す
る
原
因
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。子
孫
に
き
れ
い
な
川

や
海
を
残
す
た
め
、お
供
え

物
や
舟
な
ど
は
川
な
ど
に
流

さ
ず
、廃
棄
物
と
し
て
各
地

域
の
ご
み
出
し
の
日
程
お
よ

び
分
別
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
環
境
課
お
よ
び 

　
各
支
所
市
民
生
活
課 

  

　
長
年
ご
使
用
の
家
電
製
品
に 

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

 

　
家
電
製
品（
特
に
扇
風
機
・

換
気
扇
・
洗
濯
機
・
エ
ア
コ
ン
・

ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
）を
長
年
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使
用
し
て
い
る
と
、熱
、湿
気
、

ホ
コ
リ
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

内
部
部
品
が
劣
化
し
、発
煙
・

発
火
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

異
常
な
音
や
振
動
、匂
い
が
で

る
な
ど
、何
ら
か
の
異
常
が
現

れ
た
場
合
は
、電
源
ス
イ
ッ
チ

を
切
り
、コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
電

源
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
、お
買
い

上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
メ
ー

カ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
協
働
推
進
室 

  

　
鳥
獣
害
防
止
用
の『
爆
音
機
』の 

　
使
用
に
つ
い
て
の
お
願
い
！ 

 

　
例
年
、鳥
獣
か
ら
果
樹
な

ど
の
農
作
物
を
守
る
た
め
に

使
用
す
る
爆
音
機
の
爆
発
音

に
対
し
て
、周
辺
住
民
か
ら
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

爆
音
機
の
使
用
に
あ
た
っ
て

は
十
分
な
ご
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。 

※
で
き
る
だ
け
爆
音
機
以
外

　
の
も
の
を
導
入
し
、爆
音
機

　
の
導
入
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。 

※
や
む
を
得
ず
使
用
す
る
場

　
合
に
は
、次
の
点
に
つ
い
て

　
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
で
き
る
だ
け
必
要
最
小
限

　
の
短
い
期
間
と
し
て
く
だ

　
さ
い
。 

　
日
の
出
前
、日
没
後
の
ご
使

　
用
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

　
住
宅
地
周
辺
で
の
ご
使
用

　
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

　
ご
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、爆

　
発
音
の
間
隔
を
で
き
る
だ

　
け
長
く
あ
け
て
お
使
い
く

　
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
　 

　
本
庁
産
業
振
興
課 

  

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事 

　
責
任
技
術
者
試
験
の
実
施 
 

　
第
十
回
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
試
験
が
、日
本
下

水
道
協
会
岡
山
県
支
部
に
よ

り
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
。 

受
験
資
格 

　
試
験
の
実
施
日
に
、年
齢

が
満
二
十
歳
以
上
の
人
で
、一

定
の
実
務
経
験
も
し
く
は
、高

校
指
定
学
科
卒
な
ど
に
該
当

す
る
人
で
す
。 

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

試
験
日
時 

　
十
一
月
九
日（
日
） 

　
午
前
九
時
五
十
分
〜 

試
験
会
場 

　
岡
山
、倉
敷
、津
山
会
場
の

　
三
カ
所
で
実
施
し
ま
す
。 

受
験
講
習
会 

　
次
の
二
会
場
で
実
施
し
ま
す
。 

�
岡
山
会
場 

　
十
月
二
日（
木
） 

　
十
月
三
日（
金
） 

�
津
山
会
場 

　
十
月
九
日（
木
） 

　
十
月
十
日（
金
） 

受
付
期
間 

　
九
月
一
日（
月
）〜 

　
九
月
十
二
日（
金
） 

　
土
・
日
曜
日
を
除
き
、午
前

　
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

　
時
三
十
分
ま
で 

そ
の
他 

　
平
成
二
十
一
年
度
の
試
験

実
施
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
八
月
二
十
日
か
ら
申
込
書
、

受
験
案
内
を
同
課
で
お
渡
し

し
ま
す
。
な
お
、受
験
手
数
料

な
ど
、テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で

す
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

�
本
庁
下
水
道
課
管
理
係 

  

　
狩
猟
初
心
者
講
習
会
と 

　
狩
猟
免
許
試
験 

 

◎
狩
猟
初
心
者
講
習
会 

日
時
・
場
所 

�
八
月
二
十
日（
水
） 

　
午
前
九
時
〜 

　
御
津
文
化
セ
ン
タ
ー 

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の 

　
受
講
料 

四
千
円 

　
印
鑑 

※
講
習
会
の
二
週
間
前
ま
で

　
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。 

 

◎
狩
猟
免
許
試
験 

日
時
・
場
所 

　
八
月
二
十
七
日（
水
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
　
　 

　
御
津
文
化
セ
ン
タ
ー 

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の 

①
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締

　
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の

　
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
写

　
し 

②
証
明
用
写
真（
三
・
〇
㌢
×
二・

　
四
㌢
）一
枚 

③
印
鑑 

④
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締

　
法
に
よ
る
許
可
を
受
け
て

　
い
な
い
場
合
は
、医
師
の
診

　
断
書
一
通 

⑤
返
信
用
封
筒（
八
十
円
切

　
手
を
は
っ
た
も
の
一
通
） 

⑥
手
数
料 

五
千
三
百
円 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
本
庁
産
業
振
興
課
お
よ
び

　
各
支
所
産
業
建
設
課 

 

　道路、玄関先、公園など、犬のフンで迷
惑を受けている人は少なくありません。
他人の犬のフンを後始末することは不愉

快なものです。飼い犬のフン
の始末は、飼主の最低
限のマナーです。 
　散歩の際には必ず
フンを取る用具（紙、
ビニール袋、スコッ
プなど）を携帯し、飼
主が責任をもって後
始末をしましょう。 

ちゃんとマナーを 
守るワン!!



　
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
が 

　
大
事
で
す
！ 

 

　
最
近
、県
内
で
「
カ
ニ
が
好

き
で
す
か
」
と
持
ち
掛
け
、あ

い
ま
い
に
返
答
を
し
た
と
こ
ろ
、

カ
ニ
が
代
金
引
き
換
え
で
送

ら
れ
て
き
た
と
い
う
送
り
つ

け
商
法
が
相
次
い
で
い
ま
す
。 

　
生
鮮
食
品
は
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
の
対
象
外
で
あ
る
た
め
、

勧
誘
に
は
あ
い
ま
い
な
回
答

を
せ
ず
、「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」

と
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
、注
文

し
て
い
な
い
も
の
が
送
ら
れ

て
き
て
も
、受
け
取
ら
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
不
安
な
こ

と
が
あ
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　
　
０
８
６（
２
２
６
）０
９
９
９ 

　
本
庁
協
働
推
進
室 

  

　
勇
気
を
出
し
て 

　
相
談
し
て
く
だ
さ
い
！ 

 

　
多
重
債
務
で
悩
ん
で
い
る
が
、

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か

わ
か
ら
ず
に
困
っ
て
い
る
と
い

う
人
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

　
努
力
を
し
て
も
借
金
を
返

済
で
き
な
い
場
合
、返
済
の
た

め
に
新
た
な
借
金
を
す
る
と

問
題
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
い

ま
す
。 

　
迷
わ
ず
に
相
談
窓
口
に
連

絡
し
、法
律
相
談
家
の
支
援

を
得
て
解
決
策
を
検
討
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
市
で
は
、相
談
を
受
け
た
場

合
、確
実
に
法
律
相
談
家
に

橋
渡
し
を
し
ま
す
。一
人
で
悩

ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
協
働
推
進
室 
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 　２０１１年（平成２３年）７月２４日までに今までのテレビ
放送（地上アナログ放送）は終了します。それ以降は、
アナログテレビをお使いの人は、そのままではテレビ
放送（デジタル放送）を見ることができません。 
　地上デジタル放送を視聴するには、①地上デジタル
放送対応のテレビに買い換える②地上デジタルチュー
ナーを買い足す、各方法があります。これらについて
はＵＨＦアンテナが必要です。 
　なお、ＢＳアナログ放送も地上アナログ放送と同じ
日までに終了します。 
　詳しくは下記へお問い合わせ願います。 

《デジタル放送に関する問い合わせ先》 
　●総務省地デジコールセンター 
　　（地上デジタル放送について） 
　　　０５７０-０７-０１０１〈ナビダイヤル〉 
　　※IP電話など、ナビダイヤルがつながらない場合 
　　　０３-４３３４-１１１１ 
　　平日…９時～２１時／土日祝…９時～１８時 
　●ＢＳデジタル放送お問い合わせセンター 
　　（ＢＳデジタル放送について） 
　　　０５７０-０１-２０１１〈ナビダイヤル〉 
　　※IP電話など、ナビダイヤルがつながらない場合 
　　　０４５-３４５-４０８０ 
　　平日…９時～２１時／土日祝…９時～１８時 
　●（社）デジタル放送推進協会 
　　ホームページ　http://www.dpa.or.jp

　この事業は、大人も子どもも、すべての市民にとっ
て“ほっと”できる居場所となる地域社会づくりをめ
ざして開催します。 

★開催日時 
　８月２３日（土） 午前１０時～午後３時 
　（９月からは毎月第３土曜日に開催予定。変更にな
る場合もあります。） 

★会　　場 
　赤磐市大苅田読書公園（赤磐市大苅田１１０６-６） 
★出 品 物 
　　農産物　　花木　　手芸品　　工芸品 
　　家庭で眠っている未使用の家庭用品 
　　フリーマーケット出店　など 
 

【問い合わせ先】  
　教育委員会社会教育課／赤坂公民館 

平成２０年度シニアパワーで 
“ほっと”な地域社会づくり事業 

　9月7日（日）は市内一斉清掃の日です。みん

なで身近な場所を掃除して、赤磐市をきれいに

しませんか。 

　詳しくは区長・町内会長または本庁環境課・

各支所市民生活課までお願いします。 

を開催します。 
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　４月号では、赤磐市が容器包装リサイクル法に基づき収集す
る容器包装類（ペットボトル・白色トレイ・プラスチック製容器
包装・ガラスびん）について、平成１９年度契約分の再商品化事
業者とリサイクルの方法について紹介しました。 
　今月号では全国市町村からの容器包装類の引取状況につい
て紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　平成１０年度を基準年として１８年度実績を見ると、ガラスび
んについては１.８倍に、ペットボトルについては３.９倍に、プラ
スチック製容器包装については平成１２年度からの引き取りとなっ
ていますが８.２倍に、それぞれ引き取り量が増加しています。 

　山陽・赤坂地域から熊山・吉井地域（和
気北部施設衛生組合エリア）へ、またそ
の逆のケースで転居した市民の皆さん
からの「今まで使っていた指定ごみ袋が
使えなくなる。何とか交換してもらえな
いか」とのご要望にお応えして、ごみ袋
の等価交換を開始しました。 
　ただし、山陽・赤坂地域と和気北部衛
生施設組合のごみ袋の販売単位・金額
が異なっているため、交換を行う場合は、
未開封の物に限りますので、ご了承くだ
さい。 
　また、山陽地域から赤坂地域へ転居す
る場合、その逆のケースについても、未
開封のごみ袋に限り山陽・赤坂地域のそ
れぞれの指定袋を赤磐市共通袋へ等価
交換をします。 

●交換場所・問い合わせ先 
　本庁環境課および各支所市民生活課 

容器包装類の引取状況 9

容器包装類の内訳 
（平成１８年度実績） 

　不正ガソリンとは、正規のガソリンにガソリン以外のもの（灯油など）を混ぜたもので、車に悪影

響があるばかりでなく、揮発油税の脱税行為になるおそれがあります。 

○ガソリンの給油時に変なニオイがした 

○ガソリンを給油後、車の調子がおかしい・・・ 

　　＊エンジンがかかりにくくなった 

　　＊排気ガスの色やニオイがおかしい 

　　＊ノッキングするようになった 

　　＊加速性、馬力、燃費が悪くなった 

○ガソリンに何かを混ぜて販売している 

広島国税局 課税第二部 消費税課 

こんなときは不正ガソリン110番!!

携帯・PHS OK

フリーダイヤル 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

秘書課公聴広報係  　955-4770

箏
・
尺
八
・
三
絃
 

合
奏
研
修
会
の
お
知
ら
せ
 

　
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
み
な
が
ら
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
、
体
験
型
環
境

見
本
市
で
す
。
今
年
は
「
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
ゲ
ー
ム
」
を
体
験
で
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
岡
山
東
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
同
時
開
催
。 

【
日
　
時
】
八
月
十
六
日
（
土
）・
十
七
日
（
日
）
午
前
十
時
〜
午
後
五
時 

【
場
　
所
】
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー 

【
入
場
料
】
無
料 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
　（
９
５
７
）３
５
１
５
　
原
田 

豊
か
な
未
来
は
、水
・
川
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
 

み
て
　

ふ
れ
て
　

学
ぼ
う
 「
第
十
回
あ
か
い
わ
エ
コ
メ
ッ
セ
」
 

さ
ん
よ
う
川
柳
会
 

い
く
つ
も
の
山
坂
越
え
て
百
の
春 

ご
近
所
の
や
さ
し
さ
バ
ネ
に
生
き
て
い
る 

海
鳴
り
を
父
の
小
言
の
よ
う
に
聞
く 

お
願
い
を
い
っ
ぱ
い
込
め
た
お
賽
銭 

ご
先
祖
へ
百
ま
で
生
き
る
願
を
か
け 

村
汚
染
蛍
の
飛
ば
ぬ
岸
の
闇 

寝
た
ふ
り
と
忘
れ
た
ふ
り
の
知
恵
く
ら
べ 

淡
い
恋
思
い
出
さ
せ
る
桜
貝 

美
人
で
は
な
い
が
元
気
な
妻
が
居
る 

杭
を
打
つ
大
地
に
ト
ド
メ
刺
す
ご
と
く 

に
わ
か
雨
蛙
の
合
唱
音
外
れ 

流
行
の
服
を
着
た
さ
に
ダ
イ
エ
ッ
ト 

海
鳴
り
が
や
さ
し
く
な
っ
て
春
つ
げ
る 

久
し
振
り
親
友
と
飲
む
う
ま
い
酒
　
　 

耐
え
る
と
は
黙
っ
て
庭
の
草
を
抜
く
　 

酒
の
席
と
じ
て
た
貝
を
し
ゃ
べ
ら
せ
る 

影
武
者
の
妻
が
支
え
た
五
十
年 

こ
の
道
は
父
も
歩
い
た
農
の
道 

青

井

壬

生

子

 

有

森

　

啓

子

 

久

山

　

和

子

 

国

定

　

美

子

 

香

山

か

お

る

 

繁

定

　

　

操

 

渋

谷

　

通

夫

 

菅

形

　

美

枝

 

富

山

　

　

孝

 

中

村

　

哲

郎

 

馬

場

　

泰

子

 

平

島

　

始

子

 

藤

井

　

隆

子

 

藤

原

　

登

山

 

藤

本

　

和

子

 

村

木

　

邦

子

 

樅

野

　

志

郎

 

中

永

　

智

遊

 

　
日
本
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
「
箏
（
こ
と
）・
尺
八
・
三
絃
（
し
ゃ
み
せ
ん
）」

同
好
者
の
相
互
交
流
と
合
奏
技
量
の
向
上
を
目
指
し
て
、
流
派
不
問
で
合

同
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
　
時
】
八
月
二
十
四
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
三
時 

【
場
　
所
】
高
月
公
民
館
（
穂
崎
） 

【
参
加
費
】
千
三
百
円
（
弁
当
代
含
む
） 

【
研
修
曲
】
　
夏
の
曲
（
吉
沢
検
校
）　
　
富
士
（
大
月
宗
明
） 

　
花
か
げ
変
奏
曲
（
野
村
正
峰
） 

【
主
　
催
】 

　
　
赤
磐
市
文
化
協
会
山
陽
・
熊
山
支
部
（
三
曲
グ
ル
ー
プ
） 

　
　
赤
磐
市
三
曲
協
会 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
代
表
・
水
島 

　（
９
５
５
）２
５
４
９ 

第
四
回
夏
の
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

【
日
時
・
内
容
な
ど
】 

　
◎
パ
ー
ト
Ⅰ 

　
　
八
月
五
日
（
火
） 

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
零
時
三
十
分 

　
　
「
災
害
に
強
く
な
ろ
う
!!
今
年
は
起
震
車
も
来
る
よ
！
」 

　
◎
パ
ー
ト
Ⅱ 

　
　
八
月
二
十
六
日
（
火
） 

午
前
九
時
三
十
分
〜
十
一
時 

　
　
風
船
太
郎
さ
ん
の
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
と
お
話 

　
　
「
ぼ
く
の
夢
と
仕
事
　
君
た
ち
の
夢
は
な
に
？
」 

　
　
申
込
締
め
切
り
日
／
八
月
二
十
日
（
水
） 

【
参
加
費
】
各
百
円 

【
場
　
所
】
赤
坂
公
民
館
・
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
赤
坂
公
民
館 

女
性
の
会
担
当 

　（
９
５
７
）２
２
１
１ 

【
主
　
催
】
赤
磐
市
女
性
の
会 

【
後
　
援
】
赤
磐
市
・
赤
磐
市
教
育
委
員
会 
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七
月
五
日
（
土
）、
熊
山
運
動
公
園
多
目
的

広
場
で
「
岡
山
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
」
が

開
幕
し
、
全
二
十
チ
ー
ム
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
精
一
杯
発
揮
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
リ
ー
グ
は
今
年
初
め
て
開
催
さ
れ
、
男

子
・
女
子
各
一
部
（
中
学
生
）、
男
子
・
女
子
各

二
部
（
小
学
三
年
生
以
上
）、
キ
ッ
ズ
（
小
学
二

年
生
以
下
）、
保
護
者
の
六
部
門
に
分
か
れ
、
十

二
月
ま
で
五
回
に
わ
た
っ
て
総
当
た
り
で
順
位

を
争
う
も
の
で
す
。 

　
今
後
は
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
競
技
者
が
試
合

を
通
じ
て
競
技
力
の
向
上
を
図
り
、
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
の
す
そ
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

山　陽　支　部 

◆材料（５人分） 

　　玉ネギ…１/２個 

　　にんじん…６０㌘ 

　　ベーコン…２枚 

　　米粉…大さじ１ 

　　水…３００cc 

　　牛乳…２５０cc 

　　コンソメの素…大さじ１ 

　　塩、こしょう…少々 

 

◆作り方 

　①　玉ネギ、にんじん、ベーコンは細切りにする。 

　②　鍋に①、水、コンソメの素を入れて火にかけ、材

　　　料が柔らかくなるまで煮る。 

　③　米粉と牛乳を混ぜ合わせて②に加え、とろみが

　　　つくまで温め、塩、こしょうで味をととのえる。 

 

　※一般に売られている米粉には上新粉（うるち米の粉）、

　　白玉粉（もち米の粉）があります。 

　　今回はうるち米の粉を使います。 

米粉ミルクスープ 

熱
い
戦
い
が
ス
タ
ー
ト
 

岡
山
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
開
幕
 

　料理に米粉を使ってみませんか。 
　お米は、ご飯やおもちで食べるだけでなく、
料理やお菓子づくりにも使えます。 
　今回は米粉を始めて使う人でも簡単に作
れるスープをご紹介します。 

簡
単
な
の
で
、皆
さ
ん
も 

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て 

み
て
く
だ
さ
い
ね
。 
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犯
罪
ゼ
ロ
の
日 

　
県
が
六
月
か
ら
毎
月
第
二
金
曜
日
を
「
犯
罪
ゼ
ロ
の
日
」

と
制
定
し
た
の
に
合
わ
せ
て
、六
月
十
三
日
に
赤
磐
警
察
署
、

自
主
防
犯
団
体
、市
が
連
携
し
て
、城
南
小
学
校
で
防
犯
教

室
を
行
い
ま
し
た
。 

　
防
犯
教
室
に
は
一
年
生
か
ら
三
年
生
が
参
加
し
、署
員
が

「
池
や
川
で
子
供
だ
け
で
遊
ん
で
も
い
い
か
？
」「
知
ら
な
い

人
に
つ
い
て
い
っ
て
も
い
い
か
？
」
と
ク
イ
ズ
を
出
す
と
、○
×
に

わ
か
れ
て
答
え
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、参
加
者
全
員
で
犯
罪
ゼ
ロ
宣
言
を
行
い
、犯
罪
の
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
出
発
式
も
あ
り
、下
校
時

の
児
童
の
安
全
を
見
守
り
ま
し
た
。 

救
命
処
置
研
修
会
開
催 

　
六
月
二
十
日
（
金
）、
園
児
・
児
童
・

生
徒
に
接
す
る
機
会
が
多
い
先
生
方

に
対
し
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
や
、
救
命

技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
会
が
、

市
消
防
本
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
訓
練
用
の
人
形
を
使

用
し
て
、実
戦
さ
な
が
ら
に
心
肺
蘇
生

法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
を
学
ん
だ
り
、

外
傷
・
急
病
な
ど
の
応
急
手
当
に
真

剣
に
耳
を
傾
け
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
「
楽
し
く
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
有
事
の
と
き
に
は

自
信
を
持
っ
て
処
置
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

男女共同参画セミナー 

　男女共同参画週間の6月26日（木）から、中央公民館で、
男女共同参画への理解と認識を深める目的で、市と男女
共同参画団体ネットワーク共催によるセミナーが始まりました。
　開講式に続き、「男女共同参画ってなに？」と題し岡山県
男女共同参画推進センター笹井敏恵所長から、「自分の考
えを他人に押し付けるのをやめ、お互い認め合うことが大
切です」との講演がありました。　　　 
　また、6月14日（土）には、中央公民館で、男女共同参画
団体ネットワークの総会が開かれ、行政と連携を図り推進
することを確認しました。 
　総会後の研修では、岡山商科大学多田憲一郎教授から、
「男女共同参画とまちづくり」と題し講演があり、行政だけ
でなく、住民、コミュニティ組織、ＮＰＯなどと協働し、相互に
連携する新しい公共空間の意義について述べられました。 

　
七
月
八
日
（
火
）、
十
日
に
百
歳
を
迎
え
ら

れ
る
藤
本
芳
野
さ
ん
を
荒
嶋
市
長
ら
が
、町
苅

田
の
自
宅
に
お
訪
ね
し
ま
し
た
。 

　
備
前
市
出
身
の
藤
本
さ
ん
は
赤
磐
市
奥
吉

原
の
農
家
に
嫁
ぎ
、二
男
四
女
を
授
か
り
ま
し

た
が
四
十
歳
で
ご
主
人
が
他
界
。
そ
の
後
、
女

手
一
つ
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
働
き
通

し
の
毎
日
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
同
居
の
茂
子
さ
ん（
四
女
）に
見
守
ら
れ
る

中
、市
と
県
か
ら
記
念
品
を
贈
ら
れ
た
藤
本
さ

ん
は
、
市
長
が
読
み
上
げ
た
「
お
慶
び
状
」
を

し
っ
か
り
と
読
み
返
し
て
大
変
お
喜
び
に
な
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

　
長
生
き
の
秘
け
つ
は
、「
よ
く
食
べ
て
、よ
く

寝
て
、よ
く
動
く
こ
と
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

藤
本
芳
野
さ
ん（
町
苅
田
） 

▲熱心に説明を聞く先生たち 
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新
中
央
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
一

カ
月
余
り
経
過
し
ま
し
た
。 

　
六
月
中
の
来
館
者
数
を
見
て
み
る
と
、

一
万
二
千
五
百
六
十
一
人
で
、資
料
の
貸

し
出
し
な
ど
の
利
用
人
数
は
八
千
七
人
。

一
日
平
均
来
館
者
数
は
六
百
二
十
八
人
、

利
用
者
数
は
四
百
人
と
な
り
、
旧
館
時

代
の
そ
れ
ら
と
比
べ
約
二
倍
増
と
な
り

ま
し
た
。 

　
県
内
で
は
県
立
図
書
館
に
次
い
で
二

番
目
と
な
る
自
動
貸
出
機
を
備
え
て
い

て
、
利
用
者
の
個
人
情
報
保
護
や
窓
口

の
混
雑
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｃ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
コ
ー

ナ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
コ
ー
ナ
ー
、

ゆ
っ
た
り
と
読
書
が
で
き
る
閲
覧
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。 

　
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
ま
た
ゆ

と
り
と
潤
い
に
出
会
う
図
書
館
と
し
て
、

皆
さ
ん
ど
ん
ど
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

（
え
む
・
テ
ィ
） 

交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
岡
山
大
会 

　
六
月
十
四
日（
土
）、コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山

で
第
四
十
三
回
交
通
安
全
子
ど
も
自
転

車
岡
山
県
大
会
が
開
か
れ
、
赤
磐
警
察

署
管
内
の
代
表
と
し
て
城
南
小
学
校
が

出
場
し
ま
し
た
。 

　
城
南
小
学
校
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、最
優
秀
校
こ
そ
逃
し
た
も
の

の
優
秀
校
に
見
事
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

■
出
場
選
手
お
よ
び
結
果
〈
敬
称
略
〉 

　
城
南
小
学
校（
優
秀
校
） 

　
　
九
家
　
晴
香 

　
　
竹
内
那
奈
美（
優
秀
選
手
） 

　
　
西
原
　
　
遼 

　
　
山
本
　
莉
裟 

山陽北幼、山陽北小交流会 

　7月3日（木）、西山団地コミュニティハウスで、同地区老
人会が消費者啓発ボランティア講師の山下都先生を招
いて、「悪質商法にだまされないために｣をテーマに話を
聞きました。 
　長年の消費生活相談の経験談を交えながらの対処
法やクーリングオフ制度の詳しい説明などを聞き、出席者
はうなずきながら、熱心にメモをとっていました。 

西山団地老人会が研修 

　
六
月
二
十
日（
金
）、桜
が
丘
幼
稚
園
で
、食
育

月
間
の
活
動
の
一
環
と
し
て
ド
キ
ド
キ
ふ
れ
あ
い

デ
ー（
父
親
保
育
参
加
の
日
）
を
行
い
親
子
で
カ

レ
ー
作
り
を
し
ま
し
た
。
カ
レ
ー
の
具
材
の
玉
ネ

ギ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
園
児
た
ち
が
三
月
に
苗
を

植
え
て
、一
生
懸
命
育
て
た
も
の
を
使
い
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
が
、
包
丁
を
手
に
持
つ
と
、
初
め

は
ド
キ
ド
キ
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が
ら
見
て
い
た
お
父

さ
ん
も
、上
手
に
指
を
よ
け
て
野
菜
を
切
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
に
び
っ
く
り
。
子
ど
も
た
ち
も
お
父

さ
ん
と
一
緒
に
野
菜
を
切
っ
た
り
、皮
を
む
い
た
り

し
て
、楽
し
く
カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。 

　
み
ん
な
で
協
力
し
て
作
っ
た
特
製
カ
レ
ー
は
と
っ

て
も
お
い
し
く
、い
つ
も
よ
り
た
く
さ
ん
食
べ
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、食
事
づ
く
り
を
友
だ

ち
や
家
族
と
一
緒
に
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
学
び

ま
し
た
。 

桜
が
丘
幼
稚
園
ド
キ
ド
キ
ふ
れ
あ
い
デ
ー 

　7月2日（水）、3日（木）の2日間にわたり山陽北幼稚園の年長
園児と山陽北小学校五年生が交流会を行いました。 
　園児、児童たちは数グルー
プに分かれ、絵本の読み
聞かせをしたり園庭で縄跳
びをしたりして楽しそうに遊
んでいました。 
　この交流会は、来年度
小学校に入学する園児と
来年度六年生に進級する
五年生とが交流を持つこと
によって、園児たちが小学
校に入学後スムーズに学
校生活になじめるといった
ことなどにつながります。 
 

▲優秀校に輝いた城南小学校メンバー 
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の 

▲製鉄遺跡にみられる炉壁など 

さ
る
は
み
い
け 

せ
い
て
つ 

い 

せ
き 

            

■
猿
喰
池
製
鉄
遺
跡 

　
古
代
の
吉
備
（
現
在
の
岡
山
県

と
広
島
県
の
備
後
地
域
）
は
鉄
生

産
が
盛
ん
な
地
域
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
美
作
国
や

備
中
国
で
、
砂
鉄
や
鉄
鉱
石
を
原

料
に
製
鉄
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
有

名
で
す
。
中
国
山
地
周
辺
で
は
江

戸
時
代
に
た
た
ら
製
鉄
が
発
達
し

て
い
ま
す
。 

　
赤
磐
市
で
も
、
古
代
に
鉄
を
生

産
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
う
資

料
が
あ
り
ま
す
。 

　
一
つ
は
奈
良
県
の
平
城
宮
跡
か
ら

出
土
し
た
木
簡
に
記
さ
れ
た
「
備

前
国
赤
坂
郡
周
匝
郷
調
鍬
十
口
」

と
い
う
文
字
資
料
で
す
。
奈
良
時

代
、
当
時
の
都
で
あ
る
平
城
宮
、
す

な
わ
ち
中
央
政
府
に
対
し
、
赤
磐

市
周
匝
か
ら
税
と
し
て
鍬
十
個
を

納
め
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資
料

で
す
。
木
簡
と
は
木
片
に
文
字
を

墨
で
書
い
た
も
の
で
、
古
代
に
は
文

書
の
役
割
を
果
た
し
、
地
方
か
ら

中
央
政
府
に
納
め
ら
れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
貢
納
物
の
荷
札
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
か
ら
約
千
三
百
年
前
に
、
周

匝
周
辺
で
鉄
製
の
鍬
を
生
産
し
て

い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。 

　
二
つ
目
は
、
赤
磐
市
内
に
点
在

す
る
製
鉄
遺
跡
の
存
在
で
す
。
市

南
西
部
の
和
田
や
、
北
部
の
黒
本
・

光
木
、
熊
山
周
辺
の
勢
力
・
奥
吉

原
に
所
在
し
て
い
ま
す
。 

　
製
鉄
遺
跡
を
訪
れ
る
と
、
気
泡

が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
、
黒
色
や
褐

色
の
塊
が
ご
ろ
ご
ろ
と
転
が
っ
て
い

ま
す
。
鉄
を
つ
く
る
と
き
に
出
た

鉄
く
ず
や
、
炉
の
破
片
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
中
に
、
実
際
に

発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
遺
跡
が

あ
り
ま
す
。
千
躰
と
奥
吉
原
の
境

界
近
く
の
猿
喰
池
製
鉄
遺
跡
は
、

平
成
十
四
年
に
広
域
農
道
の
建
設

に
と
も
な
っ
て
調
査
さ
れ
ま
し
た
。 

　
池
の
北
岸
に
、
七
世
紀
ご
ろ
の
製

鉄
炉
の
下
部
構
造
を
五
基
確
認
し

ま
し
た
。
炉
の
上
部
は
、
鉄
を
取
り

出
す
際
に
壊
さ
れ
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
箱
型
で
燃
焼
の
た
め
の
風
を
送

る
鞴
が
備
わ
っ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
高
温
で
燃
焼
さ
れ
た

た
め
、
炉
が
あ
っ
た
場
所
は
鮮
や
か

な
赤
色
に
変
色
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

炉
の
基
礎
に
石
組
み
を
つ
く
り
付

け
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
炉
の
周
囲
に
は
四
方
に

柱
穴
が
み
ら
れ
、
風
雨
を
防
ぐ
覆

屋
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
鉄
づ

く
り
を
す
る
人
々
の
作
業
の
様
子

が
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。 

　
当
時
の
猿
喰
池
で
の
鉄
づ
く
り

は
、
粘
土
で
築
い
た
炉
の
中
に
鉄
鉱

石
と
木
炭
を
入
れ
、
高
温
で
燃
焼

さ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

不
純
物
の
取
り
除
か
れ
た
鉄
の
塊

を
取
り
出
し
、
鍬
や
鎌
な
ど
の
鉄

製
品
の
加
工
に
供
さ
れ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
現
在
、
遺
跡
は
協
議
の
上
、
現

地
で
埋
め
戻
さ
れ
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
） 

へ
い
じ
ょ
う
き
ゅ
う
せ
き
 

も
っ
か
ん
 

こ
う
の
う
ぶ
つ
 

く
わ
 

ろ
 

ふ
い
ご
 

お
お
い
 

や
 

ろへき 

吉
井
川 

熊山支所 

山陽
自動
車道
 

県道岡
山赤穂

線 

JR熊山駅 至 和気 

至 和気 

至 山陽 

至 瀬戸 
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